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SG5700 ストレージアプライアンス

StorageGRID SG5712とSG5760アプライアンスの設置とメンテナンスの方法について説
明します。

• "StorageGRID アプライアンスの概要"

• "インストールと導入の概要"

• "設置を準備しています"

• "ハードウェアを設置"

• "ハードウェアの設定"

• "アプライアンスストレージノードの導入"

• "ストレージアプライアンスのインストールの監視"

• "アプライアンスのインストールと設定の自動化"

• "インストール REST API の概要"

• "ハードウェアの設置のトラブルシューティング"

• "SG5700アプライアンスのメンテナンス"

StorageGRID アプライアンスの概要

SG5700 StorageGRID アプライアンスは、 StorageGRID グリッドにおいてストレージ
ノードとして機能する、ストレージとコンピューティングを統合したプラットフォーム
です。アプライアンスは、アプライアンスストレージノードと仮想（ソフトウェアベー
ス）ストレージノードを組み合わせたハイブリッドグリッド環境で使用できます。

StorageGRID SG5700 アプライアンスには次のような特長があります。

• StorageGRID ストレージノードのストレージ要素とコンピューティング要素を統合します。

• ストレージノードの導入と設定を簡易化する StorageGRID アプライアンスインストーラが搭載されてい
ます。

• ハードウェアの管理と監視に使用する E シリーズ SANtricity System Manager が搭載されています。

• StorageGRID のグリッドネットワークとクライアントネットワークとの 10GbE または 25GbE 接続を最
大 4 つサポートします。

• Full Disk Encryption （ FDE ）ドライブまたは連邦情報処理標準（ FIPS ）ドライブに対応しています。
これらのドライブを SANtricity System Manager のドライブセキュリティ機能と併用すると、データへの
不正アクセスを防止できます。

SG5700 アプライアンスには SG5712 と SG5760 の 2 つのモデルがあります。どちらのモデルにも次のコン
ポーネントが含まれています。
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コンポーネント SG5712 SG5760

コンピューティングコントローラ E5700SG コントローラのものです E5700SG コントローラのものです

ストレージコントローラ E シリーズ E2800 コントローラ E シリーズ E2800 コントローラ

シャーシ E シリーズ DE212C エンクロージ
ャ： 2 ラックユニット（ 2U ）エ
ンクロージャ

E シリーズ DE460C エンクロージ
ャ： 4 台のラックユニット（ 4U

）エンクロージャ

ドライブ 12 本の NL-SAS ドライブ（ 3.5 イ
ンチ）

60 本の NL-SAS ドライブ（ 3.5 イ
ンチ）

冗長電源装置とファン 電源 / ファンキャニスター × 2 2 つの電源キャニスターと 2 つの
ファンキャニスター

StorageGRID アプライアンスで使用可能な最大物理ストレージは、各エンクロージャ内のドライブの数に応
じて決まっています。ドライブを増設したシェルフを追加してストレージを拡張することはできません。

モデル SG5712

この図は SG5712 モデルの前面と背面を示しています。 SG5712 モデルは、 12 本のドライブを搭載した 2U

エンクロージャです。

SG5712 には、 2 台のコントローラと 2 つの電源 / ファンキャニスターが含まれています。
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説明

1. E2800 コントローラ（ストレージコントローラ）

2. E5700SG コントローラ（コンピューティングコントローラ）

3. 電源 / ファンキャニスター

SG5760 モデル

この図は、 SG5760 モデルの前面と背面を示しています。このモデルは、 4U エンクロージャで、 5 つのド
ライブドロワーに 60 本のドライブを搭載します。
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SG5760 には、コントローラ 2 台、ファンキャニスター 2 台、電源キャニスター 2 台が搭載されています。

説明

1. E2800 コントローラ（ストレージコントローラ）

2. E5700SG コントローラ（コンピューティングコントローラ）

3. ファンキャニスター（ 2 つのうちの 1 つ）

4. 電源キャニスター（ 2 つのうちの 1 つ）

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

StorageGRID アプライアンスのコントローラ

StorageGRID アプライアンス SG5712 と SG5760 の両モデルには、 E5700SG コントロ
ーラと E2800 コントローラが含まれています。次の図で、コントローラの違いを確認し
てください。

E5700SG コントローラのものです

• アプライアンスのコンピューティングサーバとして機能します。

• StorageGRID アプライアンスインストーラが搭載されています。

StorageGRID ソフトウェアは、アプライアンスにプリインストールされていません。この
ソフトウェアには、アプライアンスの導入時に管理ノードからアクセスします。

• グリッドネットワーク、管理ネットワーク、クライアントネットワークを含む、 3 つの StorageGRID ネ
ットワークすべてに接続できます。

• E2800 コントローラに接続し、イニシエータとして機能します。

この図は、 E5700SG コントローラの背面のコネクタを示しています。
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ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1 と 2

16Gb/s Fibre Channel （
FC ）、光ファイバ SFPA

E5700SG コントローラを E2800 コン
トローラに接続してください。

2. 診断とサポート用のポー
ト

• RJ-45 シリアルポート

• マイクロ USB シリア
ルポート

• USB ポート

テクニカルサポート専用です。

3. ドライブ拡張ポート 12Gb/ 秒 SAS の場合 使用されません。StorageGRID アプラ
イアンスでは、拡張ドライブシェルフ
はサポートされません。

4. ネットワークポート 1~4 SFP トランシーバのタイ
プ、スイッチの速度、設
定されたリンク速度に基
づく 10GbE または
25GbE

StorageGRID のグリッドネットワーク
およびクライアントネットワークに接
続します。

5. 管理ポート 1 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

StorageGRID の管理ネットワークに接
続します。

6. 管理ポート 2. 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

オプション：

• StorageGRID の管理ネットワーク
への冗長接続を確保するには、管理
ポート 1 とボンディングします。

• 一時的なローカルアクセス用（ IP

169.254.0.1 ）に空けておくことが
できます。

• DHCP によって割り当てられた IP

アドレスを使用できない場合は、設
置時の IP 設定にポート 2 を使用し
ます。

E2800 コントローラ

• アプライアンスのストレージコントローラとして機能します。

• ドライブ上のデータストレージを管理します。

• シンプレックスモードでは標準の E シリーズコントローラとして機能します。

• SANtricity OS ソフトウェア（コントローラファームウェア）を搭載しています。

• アプライアンスハードウェアの監視、アラートの管理、 AutoSupport 機能、ドライブセキュリティ機能を
実行するための SANtricity System Manager が搭載されています。

• E5700SG コントローラに接続してターゲットとして機能します。
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次の図は、 E2800 コントローラ背面のコネクタを示しています。

ポート を入力します 使用

1. インターコネクトポート
1 と 2

16Gb/s FC 光ファイバ
SFPA

E2800 コントローラを E5700SG コン
トローラに接続します。

2. 管理ポート 1 と 2 1Gb （ RJ-45 ）イーサネ
ット

• ポート 1 は、ブラウザから
SANtricity System Manager にアク
セスするネットワークに接続しま
す。

• ポート 2 はテクニカルサポート専用
です。

3. 診断とサポート用のポー
ト

• RJ-45 シリアルポート

• マイクロ USB シリア
ルポート

• USB ポート

テクニカルサポート専用です。

4. ドライブ拡張ポート 12Gb/ 秒 SAS の場合 使用されません。StorageGRID アプラ
イアンスでは、拡張ドライブシェルフ
はサポートされません。

インストールと導入の概要

StorageGRID アプライアンスは StorageGRID の初回導入時に設置することも、後日拡
張の一環として追加することもできます。リカバリ処理の一環としてアプライアンスス
トレージノードの設置が必要となる場合もあります。

StorageGRID システムに StorageGRID ストレージアプライアンスを追加するには、主に次の 4 つの手順を実
行します。

1. 設置の準備：

◦ 設置場所の準備

◦ 開梱と内容の確認

◦ 追加機器および工具の入手方法
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◦ IP アドレスとネットワーク情報を収集しています

◦ オプション：すべてのアプライアンスデータを暗号化する場合は、外部キー管理サーバ（ KMS ）を
設定します。外部キー管理の詳細については、 StorageGRID の管理手順を参照してください。

2. ハードウェアの設置

◦ ハードウェアの登録

◦ キャビネットまたはラックへのアプライアンスの設置

◦ ドライブの取り付け（ SG5760 のみ）

◦ アプライアンスのケーブル接続

◦ 電源コードの接続と電源の投入

◦ ブート時のステータスコードの確認

3. ハードウェアの設定

◦ SANtricity System Manager へのアクセス、 E2800 コントローラの管理ポート 1 の静的 IP アドレスの
設定、および SANtricity System Manager の設定

◦ StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス、および StorageGRID ネットワークへの接
続に必要なリンクとネットワーク IP の設定

◦ オプション：外部 KMS を使用してアプライアンスデータを暗号化する場合は、ノード暗号化を有効
にします。

◦ オプション： RAID モードを変更する

4. アプライアンスをストレージノードとして導入する：

タスク 手順

新しい StorageGRID システムにアプライアンススト
レージノードを導入する

"アプライアンスストレージノードの導入"

既存の StorageGRID システムへのアプライアンスス
トレージノードの追加

StorageGRID システムの拡張手順

ストレージノードのリカバリ処理の一環としてアプ
ライアンスストレージノードを導入する

リカバリとメンテナンスの手順

関連情報

"設置を準備しています"

"ハードウェアを設置"

"ハードウェアの設定"

"VMware をインストールする"

"Red Hat Enterprise Linux または CentOS をインストールします"

"Ubuntu または Debian をインストールします"
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"SG100 SG1000サービスアプライアンス"

"グリッドを展開します"

""

"StorageGRID の管理"

設置を準備しています

StorageGRID アプライアンスを設置するための準備では、設置場所を準備し、必要なす
べてのハードウェア、ケーブル、工具を揃えます。また、 IP アドレスとネットワーク情
報を収集する必要があります。

手順

• "サイトの準備（SG5700）"

• "開梱（SG5700）"

• "追加の機器や工具の入手（SG5700）"

• "Web ブラウザの要件"

• "アプライアンスのネットワーク接続を確認します"

• "設置情報の収集（SG5700）"

サイトの準備（SG5700）

アプライアンスを設置する前に、設置場所および使用するキャビネットやラックが
StorageGRID アプライアンスの仕様を満たしていることを確認する必要があります。

手順

1. 設置場所の温度、湿度、高度範囲、通気、熱放散の要件を満たしていることを確認します。 配線、電源、
およびアース。詳細については、 NetApp Hardware Universe を参照してください。

2. SG5760 モデルを設置する場合は、設置場所が 240 ボルトの AC 電源を備えていることを確認してくださ
い。

3. 次のサイズのシェルフ（ケーブルなし）が収まる 48.3cm （ 19 インチ）のキャビネットまたはラックを
用意します。

アプライアンスのモ
デル

高さ 幅 奥行き 最大重量

SG5712

（ 12 ドライブ）

3.41 インチ

（ 8.68 cm ）

17.6 インチ

（ 44.7 cm ）

21.1 インチ

（ 53.6 cm ）

63.9 ポンド

（ 29.0 kg ）

SG5760

（ 60 ドライブ）

6.87 インチ

（ 17.46 cm ）

17.66 インチ

（ 44.86 cm ）

38.25 インチ

（ 97.16 cm ）

250 ポンド

（ 113 kg ）
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4. 必要なネットワークスイッチを取り付けます。互換性の情報については、 NetApp Interoperability Matrix

Tool を参照してください。

関連情報

"NetApp Hardware Universe の略"

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

開梱（SG5700）

StorageGRID アプライアンスを設置する前にすべて開梱し、内容物を納品書の項目と比
較します。

• * SG5712 アプライアンス、 12 ドライブ搭載 *

• * ドライブを取り付けていない SG5760 アプライアンス *

• * アプライアンスの前面ベゼル *

• * 取扱説明書付きレールキット *

• * SG5760 ： 60 ドライブ *
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• * SG5760 ：取っ手 *

• * SG5760 ：角穴ラックに設置するための後部ブラケットとケージナット *

ケーブルとコネクタ

StorageGRID アプライアンスには、出荷時に次のケーブルとコネクタが付属しています。

• * お住まいの国に対応した電源コード 2 本 *

キャビネットによっては、アプライアンスに付属している電源コードではなく特別な電源コードを使用す
る場合があります。

• * 光ケーブルと SFP トランシーバ *

FC インターコネクトポート用の光ケーブル × 2

4 つの 16Gb/s FC インターコネクトポートおよび 4 つの 10GbE ネットワークポートの両方に対応した、
8 つの SFP+ トランシーバ
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追加の機器や工具の入手（SG5700）

StorageGRID アプライアンスを設置する前に、必要な追加機器や工具がすべて揃ってい
ることを確認します。

ハードウェアの設置と設定を行うには、次の追加機器が必要です。

• * ドライバ *

フィリップス番号2 本のドライバ

中型マイナスドライバ

• * 静電気防止用リストストラップ *

• * 光ケーブルと SFP トランシーバ *

使用する 10 / 25GbE ポート用の光ケーブル

オプション： 25GbE のリンク速度を使用する場合は、 SFP28 トランシーバを搭載します

• * イーサネットケーブル *

• * サービスラップトップ *
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サポートされている Web ブラウザ

PuTTY などの SSH クライアント

1Gb （ RJ-45 ）イーサネットポート

• * オプションのツール *

ヘッドビット付き電源ドリル

懐中電灯

SG5760 のリフト機械化

Web ブラウザの要件

サポートされている Web ブラウザを使用する必要があります。

Web ブラウザ サポートされる最小バージョン

Google Chrome 87

Microsoft Edge の場合 87

Mozilla Firefox 84

ブラウザウィンドウの幅を推奨される値に設定してください。
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ブラウザの幅 ピクセル

最小（ Minimum ） 1024

最適 1280

アプライアンスのネットワーク接続を確認します

StorageGRID アプライアンスを設置する前に、アプライアンスに接続できるネットワー
クを確認し、各コントローラのポートがどのように使用されるかを把握する必要があり
ます。

StorageGRID アプライアンスのネットワーク

StorageGRID アプライアンスを StorageGRID グリッドのストレージノードとして導入する場合は、次のネッ
トワークに接続できます。

• * StorageGRID のグリッドネットワーク * ：グリッドネットワークは、すべての内部 StorageGRID トラ
フィックに使用されます。このネットワークによって、グリッド内のすべてのノードが、すべてのサイト
およびサブネットにわたって相互に接続されます。グリッドネットワークは必須です。

• * StorageGRID の管理ネットワーク * ：管理ネットワークは、システムの管理とメンテナンスに使用する
クローズドネットワークです。管理ネットワークは通常はプライベートネットワークであり、サイト間で
ルーティング可能にする必要はありません。管理ネットワークはオプションです。

• * StorageGRID のクライアントネットワーク： * クライアントネットワークは、 S3 や Swift などのクライ
アントアプリケーションへのアクセスを可能にするオープンネットワークです。クライアントネットワー
クはグリッドへのクライアントプロトコルアクセスを提供するため、グリッドネットワークを分離してセ
キュリティを確保できます。クライアントネットワークはオプションです。

• * SANtricity System Manager用管理ネットワーク*：このネットワークは、E2800コントローラ
のSANtricity システムマネージャへのアクセスを提供することで、アプライアンス内のハードウェアコン
ポーネントの監視と管理を可能にします。この管理ネットワークは、 StorageGRID の管理ネットワーク
と同じにすることも、独立した管理ネットワークにすることもできます。

StorageGRID ネットワークの詳細については、 _ グリッド入門 _ を参照してください。

StorageGRID アプライアンスの接続

StorageGRID アプライアンスを設置するときは、 2 台のコントローラを相互に接続するとともに、必要なネ
ットワークに接続する必要があります。この図では、 SG5760 の 2 台のコントローラと、 E2800 コントロー
ラを上部に、 E5700SG コントローラを下部に示しています。SG5712 では、 E2800 コントローラは
E5700SG コントローラの左側にあります。
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ポート ポートのタイプ 機能

1. 各コントローラの 2 つの
インターコネクトポート

16Gb/s FC 光ファイバ
SFP+

2 台のコントローラを相互に接続しま
す。

2. E2800 コントローラの管
理ポート 1

1GbE （ RJ-45 ） SANtricity System Manager にアクセス
するネットワークに接続しま
す。StorageGRID の管理ネットワーク
または独立した管理ネットワークを使
用できます。

2. E2800 コントローラの管
理ポート 2

1GbE （ RJ-45 ） テクニカルサポート専用です。

3. E5700SG コントローラの
管理ポート 1

1GbE （ RJ-45 ） E5700SG コントローラを
StorageGRID の管理ネットワークに接
続しています。

3. E5700SG コントローラの
管理ポート 2

1GbE （ RJ-45 ） • 管理ネットワークへの冗長接続が必
要な場合は、管理ポート 1 とボンデ
ィングできます。

• 一時的なローカルアクセス用（ IP

169.254.0.1 ）に空けておくことが
できます。

• DHCP によって割り当てられた IP

アドレスを使用できない場合、設置
時に E5700SG コントローラをサー
ビスラップトップに接続するために
使用できます。
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ポート ポートのタイプ 機能

4. E5700SG コントローラの
10 / 25GbE ポート 1~4

10GbE または 25GbE

• 注：アプライアンス
付属の SFP+ トラン
シーバは、 10GbE の
リンク速度をサポー
トしています。4 つの
ネットワークポート
で 25GbE のリンク速
度を使用する場合
は、 SFP28 トランシ
ーバを取り付ける必
要があります。

StorageGRID のグリッドネットワーク
およびクライアントネットワークに接
続します。E5700SG コントローラでの
10 / 25GbE ポート接続を参照してくだ
さい

関連情報

"設置情報の収集（SG5700）"

"アプライアンスのケーブル接続（SG5700）"

"E5700SG コントローラポートのポートボンディングモード"

"ネットワークガイドライン"

"VMware をインストールする"

"Red Hat Enterprise Linux または CentOS をインストールします"

"Ubuntu または Debian をインストールします"

E5700SG コントローラポートのポートボンディングモード

E5700SG コントローラポートのネットワークリンクを設定する場合は、グリッドネット
ワークとオプションのクライアントネットワークに接続する 10 / 25GbE ポート、および
オプションの管理ネットワークに接続する 1GbE 管理ポートに対してポートボンディン
グを使用できます。ポートボンディングを使用すると、 StorageGRID ネットワークとア
プライアンスの間のパスが冗長化されるため、データの保護に役立ちます。

関連情報

"ネットワークリンクの設定（SG5700）"

10 / 25GbEポートのネットワークボンディングモード

E5700SG コントローラの 10 / 25GbE ネットワークポートは、グリッドネットワークお
よびクライアントネットワーク接続用に、 Fixed または Aggregate のポートボンディン
グモードをサポートしています。
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Fixed ポートボンディングモード

固定モードは、 10 / 25GbE ネットワークポートのデフォルトの設定です。

ボンディングされるポート

C このネットワークを使用する場合、ポート 1 とポート 3 がクライアントネットワーク用に
ボンディングされます。

G ポート 2 とポート 4 がグリッドネットワーク用にボンディングされます。

Fixed ポートボンディングモードを使用する場合は、 Active-Backup または Link Aggregation Control Protocol

（ LACP ）のいずれかのネットワークボンディングモードを使用できます。

• Active-Backup モード（デフォルト）では、一度に 1 つのポートのみがアクティブになります。アクティ
ブポートで障害が発生すると、バックアップポートが自動的にフェイルオーバーして接続が継続されま
す。ポート 4 がポート 2 のバックアップパスとなり（グリッドネットワーク）、ポート 3 がポート 1 の
バックアップパスとなります（クライアントネットワーク）。

• LACP モードでは、各ポートペアでコントローラとネットワークの間の論理チャネルが形成され、スルー
プットが向上します。一方のポートで障害が発生しても、もう一方のポートは引き続きチャネルを提供し
ます。スループットは低下しますが、接続に影響はありません。

冗長な接続が不要な場合は、各ネットワークで使用できるポートは 1 つだけです。ただし、
StorageGRID をインストールしたあとにグリッドマネージャでアラームが生成され、ケーブル
が取り外されていることが通知されます。このアラームは確認後に解除してかまいません。

Aggregate ポートボンディングモード

アグリゲートポートボンディングモードを使用すると、各 StorageGRID ネットワークのスループットが大幅
に向上し、追加のフェイルオーバーパスも確保されます。
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ボンディングされるポート

1. 接続されたすべてのポートを 1 つの LACP ボンドにグループ化して、すべてのポートをグ
リッドネットワークとクライアントネットワークのトラフィックに使用できるようにしま
す。

Aggregate ポートボンディングモードを使用する場合は、次の点に注意してください。

• LACP ネットワークボンディングモードを使用する必要があります。

• 各ネットワークに一意の VLAN タグを指定する必要があります。この VLAN タグが各ネットワークパケッ
トに追加され、ネットワークトラフィックが正しいネットワークにルーティングされます。

• VLAN と LACP をサポートするスイッチにポートを接続する必要があります。複数のスイッチを LACP ボ
ンドに加える場合は、対象のスイッチが Multi-Chassis Link Aggregation （ MLAG ）グループまたは同等
の機能をサポートしていることが必要です。

• VLAN 、 LACP 、 MLAG などを使用するようにスイッチを設定する方法について理解しておく必要があ
ります。

4 つの 10 / 25GbE ポートをすべて使用する必要がない場合、使用するポートの数は 1~3 のいくつでもかまい
ません。複数のポートを使用すると、 10 / 25GbE ポートの 1 つに障害が発生した場合でも、ネットワーク接
続を確保できる可能性が高くなります。

4 つのポート全部を使用しない場合は、 StorageGRID をインストールしたあとにケーブルが取
り外されていることを通知するアラームがグリッドマネージャで生成されるので注意してくだ
さい。このアラームは確認後に解除してかまいません。

1GbE管理ポートのネットワークボンディングモード

E5700SG コントローラの 2 つの 1GbE 管理ポートでは、 Independent ネットワークボ
ンディングモードまたは Active-Backup ネットワークボンディングモードを選択してオ
プションの管理ネットワークに接続できます。

Independent モードでは、管理ポート 1 だけが管理ネットワークに接続されます。このモードではパスは冗長
化されません。管理ポート 2 は、一時的なローカル接続（ IP アドレス 169.254.0.1 ）用に確保されます。

Active-Backup モードでは、管理ポート 1 と 2 の両方が管理ネットワークに接続されます。一度に 1 つのポー
トのみがアクティブになります。アクティブポートで障害が発生すると、バックアップポートが自動的にフェ
イルオーバーして接続が継続されます。これら 2 つの物理ポートを 1 つの論理管理ポートにボンディングす
ることで、管理ネットワークへのパスが冗長化されます。

1GbE 管理ポートが Active-Backup モードに設定されている場合に E5700SG コントローラへ
の一時的なローカル接続が必要な場合は、両方の管理ポートからケーブルを取り外し、一時的
なケーブルを管理ポート 2 に接続し、 IP アドレス 169.254.0.1 を使用してアプライアンスにア
クセスしてください。
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設置情報の収集（SG5700）

StorageGRID アプライアンスを設置および設定する際に、イーサネットスイッチポー
ト、 IP アドレス、およびポートとネットワークのボンディングモードについて決定し、
関連情報を収集する必要があります。

このタスクについて

次の表を使用して、アプライアンスに接続する各ネットワークの必要な情報を記録できます。これらの値は、
ハードウェアの設置と設定に必要です。

E2800コントローラのSANtricity System Managerに接続するために必要な情報

E2800 コントローラは、 SANtricity System Manager で使用する管理ネットワークに接続する必要がありま
す。

必要な情報 あなたの価値

管理ポート 1 に接続するイーサネットスイッチポー
ト

管理ポート 1 の MAC アドレス（ポート P1 のラベル
に記載）

DHCP によって管理ポート 1 に割り当てられた IP ア
ドレス（電源投入後に使用可能な場合）

• 注： * E2800 コントローラに接続するネットワー
クに DHCP サーバがある場合、ネットワーク管
理者は MAC アドレスを使用して DHCP サーバに
よって割り当てられた IP アドレスを特定できま
す。

速度と二重モード

• 注： SANtricity システムマネージャ管理ネットワ
ークのイーサネットスイッチが自動ネゴシエーシ
ョンに設定されていることを確認してください。

次の値でなければなりません

• Autonegotiate （デフォルト）

IP アドレスの形式 1 つ選択してください：

• IPv4

• IPv6
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必要な情報 あなたの価値

管理ネットワークでアプライアンスに使用する静的
IP アドレス

IPv4 の場合：

• IPv4 アドレス：

• サブネットマスク：

• ゲートウェイ

IPv6 の場合：

• IPv6 アドレス：

• ルーティング可能な IP アドレス：

• E2800 コントローラのルータ IP アドレス：

E5700SGコントローラを管理ネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID の管理ネットワークは、システムの管理とメンテナンスに使用するオプションのネットワーク
です。アプライアンスは、 E5700SG コントローラの 1GbE 管理ポートを使用して管理ネットワークに接続し
ています。

必要な情報 あなたの価値

管理ネットワークが有効になりました 1 つ選択してください：

• いいえ

• ○（デフォルト）

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• 独立

• アクティブ / バックアップ

ポート 1 のスイッチポートを指定します

ポート 2 のスイッチポート（アクティブ / バックアッ
プネットワークボンディングモードのみ）
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必要な情報 あなたの価値

DHCP によって管理ポート 1 に割り当てられた IP ア
ドレス（電源投入後に使用可能な場合）

• 注：管理ネットワークに DHCP サーバが含まれ
ている場合、 E5700SG コントローラのブート後
のデジタル表示ディスプレイに、 DHCP によっ
て割り当てられた IP アドレスが表示されま
す。DHCP によって割り当てられた IP アドレス
は、 MAC アドレスを使用して IP アドレスを調
べる方法でも確認できます。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

管理ネットワークでアプライアンスストレージノー
ドに使用する静的 IP アドレス

• 注： * ネットワークにゲートウェイがない場合
は、同じ静的 IPv4 アドレスをゲートウェイに指
定してください。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

管理ネットワークのサブネット（ CIDR ）

E5700SGコントローラの10 / 25GbEポートの接続と設定に必要な情報

E5700SG コントローラの 4 つの 10 / 25GbE ポートは、 StorageGRID のグリッドネットワークおよびクライ
アントネットワークに接続しています。

これらのポートのオプションの詳細については、 E5700SG コントローラでの 10 / 25GbE ポー
ト接続を参照してください。

必要な情報 あなたの価値

リンク速度

• 注： 25GbE を選択した場合は、 SPF28 トラン
シーバを取り付ける必要があります。自動ネゴシ
エーションはサポートされないため、 25GbE 用
のポートおよび接続されたスイッチも設定する必
要があります。

1 つ選択してください：

• 10GbE （デフォルト）

• 25GbE

ポートボンディングモード 1 つ選択してください：

• Fixed （デフォルト）

• アグリゲート

ポート 1 のスイッチポート（クライアントネットワ
ーク）
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必要な情報 あなたの価値

ポート 2 のスイッチポート（グリッドネットワーク
）

ポート 3 のスイッチポート（クライアントネットワ
ーク）

ポート 4 のスイッチポート（グリッドネットワーク
）

E5700SGコントローラをグリッドネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID のグリッドネットワークは、内部のすべての StorageGRID トラフィックに使用される必須のネ
ットワークです。アプライアンスは、 E5700SG コントローラの 10 / 25GbE ポートを使用してグリッドネッ
トワークに接続しています。

これらのポートのオプションの詳細については、 E5700SG コントローラでの 10 / 25GbE ポー
ト接続を参照してください。

必要な情報 あなたの価値

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• Active-Backup （デフォルト）

• LACP （ 802.3ad ）

VLAN タギングが有効です 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

VLAN タグ（ VLAN タギングが有効な場合） 0~4095 の値を入力してください：

電源投入後に使用可能な場合、 DHCP によってグリ
ッドネットワークに割り当てられた IP アドレス

• 注： * グリッドネットワークに DHCP サーバが
ある場合、 E5700SG コントローラのブート後の
デジタル表示ディスプレイに、 DHCP によって
割り当てられたグリッドネットワークの IP アド
レスが表示されます。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ
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必要な情報 あなたの価値

グリッドネットワークでアプライアンスストレージ
ノードに使用する静的 IP アドレス

• 注： * ネットワークにゲートウェイがない場合
は、同じ静的 IPv4 アドレスをゲートウェイに指
定してください。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

グリッドネットワークのサブネット（ CIDR ）

• 注： * クライアントネットワークが有効になって
いない場合、コントローラのデフォルトルートで
はここで指定したゲートウェイが使用されます。

E5700SGコントローラをクライアントネットワークに接続するために必要な情報

StorageGRID のクライアントネットワークは、一般にグリッドへのクライアントプロトコルアクセスを可能
にするために使用する、オプションのネットワークです。アプライアンスは、 E5700SG コントローラの 10 /

25GbE ポートを使用してクライアントネットワークに接続しています。

これらのポートのオプションの詳細については、 E5700SG コントローラでの 10 / 25GbE ポー
ト接続を参照してください。

必要な情報 あなたの価値

クライアントネットワークが有効になりました 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

ネットワークボンディングモード 1 つ選択してください：

• Active-Backup （デフォルト）

• LACP （ 802.3ad ）

VLAN タギングが有効です 1 つ選択してください：

• いいえ（デフォルト）

• はい。

VLAN タグ

（ VLAN タギングが有効な場合）

0~4095 の値を入力してください：
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必要な情報 あなたの価値

電源投入後に DHCP によってクライアントネットワ
ークに割り当てられた IP アドレスがある場合は

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

クライアントネットワークでアプライアンスストレ
ージノードに使用する静的 IP アドレス

• 注： * クライアントネットワークが有効になって
いる場合、コントローラのデフォルトルートでは
ここで指定したゲートウェイが使用されます。

• IPv4 アドレス（ CIDR ）：

• ゲートウェイ

関連情報

"アプライアンスのネットワーク接続を確認します"

"E5700SG コントローラポートのポートボンディングモード"

"ハードウェアの設定"

ハードウェアを設置

ハードウェアの設置作業では、アプライアンスをキャビネットまたはラックに設置し、
ケーブルを接続し、電源を投入します。

手順

• "ハードウェアの登録"

• "キャビネットまたはラックへのアプライアンスの設置（SG5700）"

• "アプライアンスのケーブル接続（SG5700）"

• "電源コードの接続と電源の投入（SG5700）"

• "SG5700ブート時のステータスコードの表示"

ハードウェアの登録

アプライアンスハードウェアを登録するとサポートを受けられるようになります。

手順

1. シャーシのシリアル番号を確認します。

この番号は、納品書や確認用 E メールで確認できるほか、開梱したアプライアンスにも記載されていま
す。

2. NetApp Support Siteにアクセスします "mysupport.netapp.com"。
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3. ハードウェアの登録が必要かどうかを確認します。

ユーザのタイプとアクセス方法 実行する手順

ネットアップの既存のお客様 a. ユーザ名とパスワードを使用してサインインし
ます。

b. [ 製品 >*My Products ] を選択します。

c. 新しいシリアル番号が表示されていることを確
認します。

d. 表示されていない場合は、ネットアップの新規
のお客様向けの手順に従ってください。

ネットアップの新規のお客様 a. [ 今すぐ登録 ] をクリックしてアカウントを作成
します。

b. [Products>*Register Products*] を選択しま
す。

c. 製品のシリアル番号と要求された詳細情報を入
力します。

登録が承認されると、必要なソフトウェアをダウン
ロードできます。承認プロセスには最大 24 時間か
かる場合があります。

キャビネットまたはラックへのアプライアンスの設置（SG5700）

キャビネットまたはラックにレールを取り付け、レールにアプライアンスをスライドさ
せます。SG5760 を使用している場合は、アプライアンスの設置後にドライブも取り付
ける必要があります。

必要なもの

• 同梱されている安全上の注意に関するドキュメントを確認し、ハードウェアの移動と設置に関する注意事
項を理解しておきます。

• レールキットに手順書が同梱されていることを確認します。

• アプライアンスにインストールおよびセットアップ手順 _ が付属していることを確認します。

機器の転倒を防ぐために、ラックまたはキャビネットの一番下から順にハードウェアを設置し
てください。

SG5712 の重量は、ドライブが完全に搭載された状態のときの約 29kg （ 64 ポンド）で
す。SG5712 を安全に移動するには、 2 人で行うか電動リフトを使用する必要があります。

ドライブが取り付けられていない状態の SG5760 の重量は、約 60kg （ 132 ポンド）です。空
の SG5760 を安全に移動するには、 4 人で行うかリフト機を使用する必要があります。
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ハードウェアの損傷を避けるため、ドライブを取り付けている場合は SG5760 を移動しないで
ください。シェルフを移動する前に、ドライブをすべて取り外す必要があります。

手順

1. キャビネットまたはラックにレールを取り付ける際には、レールキットの手順書に慎重に従ってくださ
い。

2. SG5760 を使用している場合は、次の手順に従ってアプライアンスを移動する準備をしてください。

a. 包装箱を取り除きます。次に、内側のボックスのフラップを折りたたみます。

b. SG5760 を手で持ち上げる場合は、シャーシの側面に 4 つのハンドルを取り付けます。

この取っ手は、アプライアンスをレールにスライドさせて挿入するときに取り外します。

3. 設置およびセットアップ手順を参照しながら、アプライアンスをキャビネットまたはラックにスライドさ
せます。

4. 設置およびセットアップ手順を参照し、アプライアンスをキャビネットまたはラックに固定します。

SG5760 を使用する場合は、後部ブラケットを使用してアプライアンスをラックまたはキャビネットの背
面に固定します。ラックまたはキャビネットに角穴がある場合は、ケージナットを使用します。

5. SG5760 を使用している場合は、 5 つのドライブドロワーに 12 本ずつドライブを取り付けます。

正しく動作させるためには、 60 本のドライブをすべて取り付ける必要があります。

a. ESD リストバンドを装着し、パッケージからドライブを取り出します。

b. 上部ドライブドロワーのレバーを解放し、レバーを使用してドロワーを引き出します。

c. ドライブのハンドルを垂直に持ち上げ、ドライブのボタンをドロワーのノッチに合わせます。

d. ドライブの上部を軽く押し、ドライブが完全に固定されるまでドライブのハンドルを下に回転させま
す。

e. 最初の 12 本のドライブを取り付けたら、ドロワーの中央を押し、両方のレバーを静かに閉じてドロワ
ーを元の位置に戻します。

f. 残りの 4 つのドロワーで同じ手順を繰り返します。
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6. 前面ベゼルを取り付けます。

アプライアンスのケーブル接続（SG5700）

E5700SG コントローラの 2 台のコントローラを相互に接続して、各コントローラの管
理ポートを接続し、 E5700SG コントローラの 10 / 25GbE ポートを StorageGRID のグ
リッドネットワークとオプションのクライアントネットワークに接続する必要がありま
す。

必要なもの

• アプライアンスの箱を開封し、次のものを取り出しておきます。

◦ 電源コード × 2 。

◦ コントローラの FC インターコネクトポート用の光ケーブル × 2 。

◦ 10GbE または 16Gbps FC をサポートする SFP+ トランシーバ × 8 。ネットワークポートで 10GbE

のリンク速度を使用する場合は、両方のコントローラの 2 つのインターコネクトポートと E5700SG

コントローラの 4 つの 10 / 25GbE ネットワークポートでトランシーバを使用できます。

• アプライアンスに付属していない次のものを入手しておきます。

◦ 使用する 10 / 25GbE ポート用の光ケーブルを 1~4 本。

◦ 25GbE のリンク速度を使用する場合は、 SFP28 トランシーバを 1~4 個。

◦ 管理ポートを接続するためのイーサネットケーブル。

* レーザー被ばくの危険性 * — SFP トランシーバを分解したり部品を取り外したりしないでく
ださい。レーザー被ばくのおそれがあります。

このタスクについて

この図では、 SG5760 の 2 台のコントローラと、 E2800 コントローラを上部に、 E5700SG コントローラを
下部に示しています。SG5712 では、 E2800 コントローラは背面から見て E5700SG コントローラの左側に
あります。
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ポート ポートのタイプ 機能

1. 各コントローラの 2 つの
インターコネクトポート

16Gb/s FC 光ファイバ
SFP+

2 台のコントローラを相
互に接続します。

2. E2800 コントローラの管
理ポート 1

1GbE （ RJ-45 ） SANtricity System

Manager にアクセスする
ネットワークに接続しま
す。StorageGRID の管理
ネットワークまたは独立
した管理ネットワークを
使用できます。

2. E2800 コントローラの管
理ポート 2

1GbE （ RJ-45 ） テクニカルサポート専用
です。

3. E5700SG コントローラの
管理ポート 1

1GbE （ RJ-45 ） E5700SG コントローラを
StorageGRID の管理ネッ
トワークに接続していま
す。

3. E5700SG コントローラの
管理ポート 2

1GbE （ RJ-45 ） • 管理ネットワークへ
の冗長接続が必要な
場合は、管理ポート 1

とボンディングでき
ます。

• 一時的なローカルア
クセス用（ IP

169.254.0.1 ）に空け
ておくことができま
す。

• DHCP によって割り
当てられた IP アドレ
スを使用できない場
合、設置時に
E5700SG コントロー
ラをサービスラップ
トップに接続するた
めに使用できます。
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ポート ポートのタイプ 機能

4. E5700SG コントローラの
10 / 25GbE ポート 1~4

10GbE または 25GbE

• 注：アプライアンス
付属の SFP+ トラン
シーバは、 10GbE の
リンク速度をサポー
トしています。4 つの
ネットワークポート
で 25GbE のリンク速
度を使用する場合
は、 SFP28 トランシ
ーバを取り付ける必
要があります。

StorageGRID のグリッド
ネットワークおよびクラ
イアントネットワークに
接続します。E5700SG コ
ントローラでの 10 /

25GbE ポート接続を参照
してください

手順

1. 2 本の光ケーブルと 8 つのうち 4 つの SFP+ トランシーバを使用して、 E2800 コントローラを E5700SG

コントローラに接続します。

接続するポート 接続先のポート

E2800 コントローラのインターコネクトポート 1 E5700SG コントローラのインターコネクトポート
1

E2800 コントローラのインターコネクトポート 2 E5700SG コントローラのインターコネクトポート
2

2. E2800コントローラの管理ポート1（P1、左側のRJ-45ポート）を、イーサネットケーブルでSANtricity

System Managerの管理ネットワークに接続します。

E2800 コントローラの管理ポート 2 （ P2 、右側の RJ-45 ポート）は使用しないでください。このポート
はテクニカルサポート専用です。

3. StorageGRID の管理ネットワークを使用する場合は、 E5700SG コントローラの管理ポート 1 （ P1 、左
側の RJ-45 ポート）をイーサネットケーブルで管理ネットワークに接続してください。

管理ネットワークにアクティブ / バックアップネットワークボンディングモードを使用する場合は、
E5700SG コントローラの管理ポート 2 （右側の RJ-45 ポート）をイーサネットケーブルで管理ネットワ
ークに接続してください。

4. E5700SG コントローラの 10 / 25GbE ポートを、光ケーブルと SFP+ または SFP28 トランシーバを使用
して適切なネットワークスイッチに接続します。

すべてのポートで同じリンク速度を使用する必要があります。10GbE のリンク速度を使用
する場合は、 SFP+ トランシーバを取り付けます。25GbE のリンク速度を使用する場合
は、 SFP28 トランシーバを取り付けます。

◦ 固定ポートボンディングモード（デフォルト）を使用する場合は、次の表のように各ポートを
StorageGRID のグリッドネットワークまたはクライアントネットワークに接続します。
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ポート 接続先

ポート 1 クライアントネットワーク（オプション）

ポート 2 Grid ネットワーク

ポート 3 クライアントネットワーク（オプション）

ポート 4. Grid ネットワーク

◦ アグリゲートポートボンディングモードを使用する場合は、 1 つ以上のネットワークポートを 1 つ以
上のスイッチに接続します。単一点障害を回避するために、 4 つのポートのうち少なくとも 2 つを接
続する必要があります。1 つの LACP ボンドに複数のスイッチを使用する場合は、スイッチが MLAG

または同等の機能をサポートしている必要があります。

関連情報

"StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス"

"E5700SG コントローラポートのポートボンディングモード"

電源コードの接続と電源の投入（SG5700）

アプライアンスの電源を入れると、両方のコントローラがブートされます。

必要なもの

両方のアプライアンスの電源スイッチをオフにしてから、電源を接続する必要があります。

* 感電の危険性 * — 電源コードを接続する前に、アプライアンスの 2 つの電源スイッチがオフ
になっていることを確認してください。

手順

1. アプライアンスの 2 つの電源スイッチがオフになっていることを確認します。

2. アプライアンスに 2 本の電源コードを接続します。

3. 2 本の電源コードを、キャビネットまたはラック内の別々の配電ユニットに接続します。

4. アプライアンスの 2 つの電源スイッチをオンにします。

◦ 電源投入プロセスの実行中は電源スイッチをオフにしないでください。

◦ ファンは初回起動時に大きな音を立てます。起動時に大きな音がしても問題はありません。

5. コントローラがブートしたら、コントローラのデジタル表示ディスプレイを確認します。

SG5700ブート時のステータスコードの表示

アプライアンスの電源をオンにすると、各コントローラのデジタル表示ディスプレイに
ステータスコードとエラーコードが表示されます。
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このタスクについて

E2800 コントローラと E5700SG コントローラでは、さまざまなステータスとエラーコードが表示されていま
す。

これらのコードの意味については、次のリソースを参照してください。

コントローラ 参照

E2800 コントローラ E5700 and E2800 System Monitoring Guide

• 注： * E シリーズ E5700 コントローラに関する
コードの一覧は、アプライアンスの E5700SG コ
ントローラには適用されません。

E5700SG コントローラのものです E5700SG コントローラのステータス・インジケータ

手順

1. ブート時に、デジタル表示ディスプレイに表示されるコードを確認して進行状況を監視します。

◦ E2800コントローラのデジタル表示ディスプレイに、* OS 、 SD 、 *blank 一日の開始処理を実行中
であることを示します。

◦ E5700SG コントローラのデジタル表示ディスプレイには、 * AA * と * FF * で終わる一連のコードが
表示されています。

2. コントローラがブートしたら、デジタル表示ディスプレイに次のコードが表示されることを確認します。

コントローラ デジタル表示ディスプレイ

E2800 コントローラ E シリーズコントローラシェルフのデフォルト ID

である 99 が表示されます。
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コントローラ デジタル表示ディスプレイ

E5700SG コントローラのものです HO * が表示され、続いて 2 つの数字が順番に表示
されます。

HO -- IP address for Admin

Network -- IP address for Grid

Network HO

最初に表示される数字は、コントローラの管理ポー
ト 1 に対して DHCP によって割り当てられた IP ア
ドレスです。このアドレスは、コントローラを
StorageGRID の管理ネットワークに接続するとき
に使用されます。2 番目に表示される数字は、
StorageGRID のグリッドネットワークにアプライ
アンスを接続するときに使用される DHCP によっ
て割り当てられた IP アドレスです。

• 注： * DHCP を使用して IP アドレスを割り当
てることができなかった場合は、 0.0.0.0 と表
示されます。

3. その他の値がデジタル表示ディスプレイに表示される場合は、「ハードウェアの設置に関するトラブルシ
ューティング」を参照し、インストール手順が正しく完了したことを確認してください。問題を解決でき
ない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

関連情報

"E5700SG コントローラのステータスインジケータ"

"ハードウェアの設置のトラブルシューティング"

"E5700 and E2800 System Monitoring Guide"

E5700SG コントローラのステータスインジケータ

アプライアンスの電源投入やハードウェアの初期化の実行中、 E5700SG コントローラ
のデジタル表示ディスプレイと LED にステータスコードとエラーコードが表示されま
す。これらの画面を使用して、ステータスを確認したり、エラーのトラブルシューティ
ングを行ったりできます。

StorageGRID アプライアンスインストーラが開始されたら、 E5700SG コントローラのステータスインジケ
ータを定期的に確認してください。
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表示 説明

1. 警告 LED 黄色：コントローラに障害が発生してオペレータに
よる対応が必要であるか、インストールスクリプト
が見つかりませんでした。

off ：コントローラは正常に動作しています。

2. デジタル表示ディスプレイ 診断コードを表示します

デジタル表示ディスプレイの数字から、アプライア
ンスのエラーと動作状態を確認できます。

3. 拡張ポート警告 LED オレンジ：アプライアンスでは拡張ポートが使用さ
れないため、これらの LED は常に黄色（リンクが確
立されていない状態）です。

4. ホストポートリンクステータス
LED

グリーン：リンクがアップ状態です。

消灯：リンクがダウン状態です。

5. イーサネットリンク状態 LED 緑：リンクが確立されています。

消灯：リンクが確立されていません。

6. イーサネットアクティビティ LED グリーン：管理ポートと接続されているデバイス（
イーサネットスイッチなど）の間のリンクが稼働し
ています。

消灯：コントローラと接続されているデバイスの間
にリンクがありません。

緑色の点滅：イーサネットアクティビティがありま
す。
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一般的なブートコード

アプライアンスのブート時やハードリセット後に、次の処理が実行されます。

1. E5700SG コントローラのデジタル表示ディスプレイには、コントローラ固有ではない一連の一般的なコ
ードが表示されています。全般的な連続コードは、 AA と FF で終わります。

2. E5700SG コントローラ固有のブート時のコードが表示されます。

E5700SG コントローラのブート時のコードです

アプライアンスが正常にブートされているときは、 E5700SG コントローラのデジタル表示ディスプレイに次
のコードが記載された順序で表示されています。

コード を示します

こんにちは マスターブートスクリプトが開始されました。

PP （ PP ） FPGA の更新が必要かどうかがチェックされています。

HP 10 / 25GbE コントローラファームウェアの更新が必要かどうかがチェックされ
ています。

朝食付き ファームウェアの更新の適用が完了し、システムがリブートしています。

FP ハードウェアサブシステムのファームウェアの更新の確認が完了しました。コン
トローラ間の通信サービスが開始されています。

彼 システムが E2800 コントローラとの接続待ちで、 SANtricity オペレーティング
システムと同期しています。

• 注：このブート手順 がこの段階から進まない場合は、 2 台のコントローラ間
の接続を確認してください。

HC 既存の StorageGRID のインストールデータがチェックされています。

HO StorageGRID アプライアンスインストーラが実行されている。

高可用性 StorageGRID が実行されています。

E5700SG コントローラのエラーコードです

これらのコードは、 E5700SG コントローラのブート時に表示されるエラー状態を表しています。特定の下位
レベルのハードウェアエラーが発生した場合は、 2 桁の 16 進数コードが追加で表示されます。これらのいず
れかのコードが数秒にわたって表示され、規定のトラブルシューティング手順を実行してもエラーを解決でき
ない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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コード を示します

22 どのブートデバイスにもマスターブートレコードが見つかりません。

23 内蔵フラッシュディスクが接続されていません。

2A 、 2B スタックバスにより、 DIMM SPD データを読み取れません。

40 DIMM が無効です。

41. DIMM が無効です。

42 メモリテストに失敗しました。

51 SPD の読み取りに失敗しました。

92 ~ 96 PCI バスの初期化中です。

A0 から A3 SATA ドライブの初期化中です。

AB 代替ブートコードです。

AE OS のブート中です。

EA DDR4 トレーニングに失敗しました。

E8. メモリが取り付けられていません。

欧州連合（ EU インストールスクリプトが見つかりませんでした。

EP E2800 コントローラとのインストールまたは通信に失敗しました。

関連情報

"ハードウェアの設置のトラブルシューティング"

"ネットアップサポート"

ハードウェアの設定

アプライアンスの電源を入れたら、ハードウェアの監視に使用するソフトウェアである
SANtricity System Manager を設定する必要があります。また、 StorageGRID で使用さ
れるネットワーク接続も設定する必要があります。

手順
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• "StorageGRID 接続を設定しています"

• "SANtricity システムマネージャにアクセスして設定します"

• "オプション：ノード暗号化を有効にする"

• "オプション：RAIDモードの変更（SG5760のみ）"

• "オプション：アプライアンスに対するネットワークポートの再マッピング"

StorageGRID 接続を設定しています

StorageGRID アプライアンスをストレージノードとして StorageGRID グリッドに導入
するには、アプライアンスと使用するネットワークの間の接続を設定する必要がありま
す。ネットワークを設定するには、 E5700SG コントローラ（アプライアンスのコンピ
ューティングコントローラ）に搭載されている StorageGRID アプライアンスインストー
ラを参照してください。

手順

• "StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス"

• "StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンの確認とアップグレード"

• "ネットワークリンクの設定（SG5700）"

• "IPの設定"

• "ネットワーク接続の確認"

• "ポートレベルのネットワーク接続の確認"

StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス

アプライアンスと 3 つの StorageGRID ネットワーク（グリッドネットワーク、管理ネ
ットワーク（オプション）、クライアントネットワーク（オプション））間の接続を設
定するには、 StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスする必要がありま
す。

必要なもの

• サポートされているWebブラウザを使用します。

• 使用するすべての StorageGRID ネットワークにアプライアンスを接続しておきます。

• これらのネットワークでのアプライアンスの IP アドレス、ゲートウェイ、およびサブネットを確認して
おきます。

• 使用するネットワークスイッチを設定しておきます。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスインストーラに初めてアクセスするときは、 DHCP によって割り当てられた管
理ネットワークの IP アドレス（アプライアンスが管理ネットワークに接続されている場合）または DHCP に
よって割り当てられたグリッドネットワークの IP アドレスを使用できます。管理ネットワークの IP アドレス
を使用することを推奨します。グリッドネットワークの DHCP アドレスを使用して StorageGRID アプライア
ンスインストーラにアクセスすると、リンク設定を変更した場合や静的な IP アドレスを入力した場合に
StorageGRID アプライアンスインストーラとの接続が失われる可能性があります。
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手順

1. 管理ネットワークが接続されている場合は、管理ネットワークでのアプライアンスの DHCP アドレスを
取得し、管理ネットワークが接続されていない場合はグリッドネットワークの DHCP アドレスを取得し
ます。

次のいずれかを実行できます。

◦ E5700SG コントローラのデジタル表示ディスプレイを参照してください。E5700SG コントローラの
管理ポート 1 および 10 / 25GbE ポート 2 と 4 を DHCP サーバがあるネットワークに接続している場
合は、エンクロージャの電源投入時に動的に割り当てられた IP アドレスの取得が試行されます。コン
トローラの電源投入プロセスが完了すると、デジタル表示ディスプレイに * HO * と表示され、続いて
2 つの数字が順番に表示されます。

HO -- IP address for Admin Network -- IP address for Grid Network HO

次の順序で実行します。

▪ 最初に表示される数字は、管理ネットワークに接続されているアプライアンスストレージノード
の DHCP アドレスです。この IP アドレスは、 E5700SG コントローラの管理ポート 1 に割り当て
られています。

▪ 2 番目に表示される数字は、グリッドネットワーク上のアプライアンスストレージノードの DHCP

アドレスです。この IP アドレスは、アプライアンスに最初に電源を投入するときに、 10 / 25GbE

ポート 2 と 4 に割り当てられます。

DHCP を使用して IP アドレスを割り当てることができなかった場合は、 0.0.0.0 と
表示されます。

◦ 管理ポート 1 の MAC アドレスをネットワーク管理者に伝え、管理者が管理ネットワークでのこのポ
ートの DHCP アドレスを確認できるようにします。MAC アドレスは、 E5700SG コントローラのポ
ートの横のラベルに記載されています。

2. いずれかの DHCP アドレスを取得できた場合は、次の手順を実行します。

a. サービスラップトップで Web ブラウザを開きます。

b. StorageGRID アプライアンスインストーラのURLに+を入力します

https://E5700SG_Controller_IP:8443

の場合 `E5700SG_Controller_IP`を使用して、コントローラのDHCPアドレスを指定します（管理ネッ
トワークを使用する場合はそのIPアドレスを使用）。

c. セキュリティアラートが表示された場合は、ブラウザのインストールウィザードを使用して証明書を
表示およびインストールします。

次回この URL にアクセスしたときに、アラートは表示されません。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。このページに最初にアク
セスしたときに表示される情報とメッセージは、アプライアンスと StorageGRID ネットワークの現在
の接続状況によって異なります。エラーメッセージが表示された場合は、以降の手順で解決されま
す。
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3. E5700SG コントローラで DHCP を使用して IP アドレスを取得できなかった場合：

a. イーサネットケーブルを使用して、 E5700SG コントローラの管理ポート 2 にサービスラップトップ
を接続してください。
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b. サービスラップトップで Web ブラウザを開きます。

c. StorageGRID アプライアンスインストーラのURLに+を入力します https://169.254.0.1:8443

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。このページに最初にアク
セスしたときに表示される情報とメッセージは、アプライアンスの現在の接続状況によって異なりま
す。

リンクローカル接続でホームページにアクセスできない場合は、サービスラップトップ
のIPアドレスをに設定します `169.254.0.2`をクリックして、もう一度やり直してくださ
い。

4. ホームページに表示されたメッセージを確認し、必要に応じてリンク設定と IP 設定を行います。

関連情報

"Web ブラウザの要件"

StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンの確認とアップグレード

StorageGRID のすべての機能がサポートされるようにするには、アプライアンスの
StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョンと StorageGRID システムにイ
ンストールされているソフトウェアのバージョンが一致している必要があります。

必要なもの

StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスしておきます。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスは、 StorageGRID アプライアンスインストーラがプリインストールされた状態
で出荷されます。最近アップグレードした StorageGRID システムにアプライアンスを追加する場合は、その
アプライアンスを新しいノードとしてインストールする前に、 StorageGRID アプライアンスインストーラの
手動アップグレードが必要になることがあります。

新しい StorageGRID バージョンにアップグレードすると、 StorageGRID アプライアンスインストーラが自
動的にアップグレードされます。インストールされているアプライアンスノードでは、 StorageGRID アプラ
イアンスインストーラをアップグレードする必要はありません。この手順 が必要になるのは、以前のバージ
ョンの StorageGRID アプライアンスインストーラを搭載したアプライアンスをインストールする場合のみで
す。

手順

1. StorageGRID アプライアンス・インストーラから、 * アドバンスト * > * アップグレード・ファームウェ
ア * を選択します。

2. 現在のファームウェアバージョンとStorageGRID システムにインストールされているソフトウェアバージ
ョンを比較します（Grid Managerから* Help > About *を選択します）。
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2 つのバージョンの 2 桁目の数字が一致している必要があります。たとえば、StorageGRID システムで
バージョン11.* 5 。x.y_y__を実行している場合、StorageGRID アプライアンスインストーラのバージョ
ンは3. 5 *._z_にする必要があります。

3. アプライアンスに StorageGRID アプライアンスインストーラの下位バージョンがインストールされてい
る場合は、 StorageGRID のネットアップのダウンロードページにアクセスします。

"ネットアップのダウンロード： StorageGRID"

ネットアップアカウントのユーザ名とパスワードを使用してサインインします。

4. StorageGRID アプライアンス * 対応するバージョンのサポート・ファイルと対応するチェックサム・ファ
イルをダウンロードします。

StorageGRID アプライアンスファイルのサポートファイルは、です .zip すべてのStorageGRID アプラ
イアンスモデルの最新および以前のファームウェアバージョンを、各コントローラタイプのサブディレク
トリに格納してアーカイブする。

StorageGRID アプライアンスファイルのサポートファイルをダウンロードしたら、を展開します .zip

StorageGRID アプライアンスインストーラのインストールに関する重要な情報については、READMEフ
ァイルをアーカイブして参照してください。

5. StorageGRID アプライアンスインストーラのファームウェアのアップグレードページの手順に従って、次
の手順を実行します。

a. コントローラタイプとチェックサムファイルに適したサポートファイル（ファームウェアイメージ）
をアップロードします。

b. 非アクティブなパーティションをアップグレードします。

c. パーティションを再起動してスワップします。

d. 2番目のパーティションをアップグレードします。

関連情報

"StorageGRID アプライアンスインストーラへのアクセス"

ネットワークリンクの設定（SG5700）

アプライアンスをグリッドネットワーク、クライアントネットワーク、および管理ネッ
トワークに接続するために使用するポートのネットワークリンクを設定できます。リン
ク速度およびポートボンディングモードとネットワークボンディングモードを設定でき
ます。

必要なもの

10 / 25GbE ポートに 25GbE のリンク速度を使用する場合は、次の要件があります。

• 使用するポートに SFP28 トランシーバを取り付けておきます。

• この速度をサポートするスイッチにポートを接続しておきます。

• この速度を使用するようにスイッチを設定する方法を理解しておきます。

10 / 25GbE ポートにアグリゲートポートボンディングモード、 LACP ネットワークボンディングモード、ま
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たは VLAN タギングを使用する場合は、次の要件があります。

• アプライアンスのポートを、 VLAN と LACP をサポートするスイッチに接続しておきます。

• 複数のスイッチを LACP ボンドに加える場合は、 Multi-Chassis Link Aggregation （ MLAG ）グループま
たは同等の機能をサポートするスイッチを使用します。

• VLAN 、 LACP 、 MLAG などを使用するようにスイッチを設定する方法について理解しておく必要があ
ります。

• 各ネットワークに使用する一意の VLAN タグを確認しておきます。この VLAN タグが各ネットワークパケ
ットに追加され、ネットワークトラフィックが正しいネットワークにルーティングされます。

• 管理ネットワークにアクティブ / バックアップモードを使用する場合は、コントローラの両方の管理ポー
トにイーサネットケーブルを接続しておきます。

このタスクについて

次の図では、 4 つの 10 / 25GbE ポートが Fixed ポートボンディングモードでボンディングされています（デ
フォルトの構成）。

ボンディングされるポート

C このネットワークを使用する場合、ポート 1 とポート 3 がクライアントネットワーク用に
ボンディングされます。

G ポート 2 とポート 4 がグリッドネットワーク用にボンディングされます。

次の図では、 4 つの 10 / 25GbE ポートがアグリゲートポートボンディングモードでボンディングされていま
す。
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ボンディングされるポート

1. 4 つのポートすべてを 1 つの LACP ボンドにグループ化して、すべてのポートをグリッド
ネットワークとクライアントネットワークのトラフィックに使用できるようにします。

次の表に、 4 つの 10 / 25GbE ポートを設定するためのオプションをまとめます。デフォルトの設定は太字で
示しています。デフォルト以外の設定を使用する場合にのみ、 Link Configuration ページで設定を行う必要が
あります。

• * 固定（デフォルト）ポートボンディングモード *

ネットワーク
ボンディング
モード

クライアントネットワークが無効な場合（
デフォルト）

クライアントネットワークが有効になりま
した

アクティブ/

バックアップ
（デフォルト
）

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
にアクティブ / バックアップボンドを使
用します。

• ポート 1 と 3 は使用されません。

• VLAN タグはオプションです。

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
にアクティブ / バックアップボンドを使
用します。

• ポート 1 と 3 がクライアントネットワ
ークに Active-Backup ボンドを使用しま
す。

• ネットワーク管理者用に、両方のネット
ワークに VLAN タグを指定できます。

LACP （
802.3ad ）

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
に LACP ボンドを使用します。

• ポート 1 と 3 は使用されません。

• VLAN タグはオプションです。

• ポート 2 と 4 がグリッドネットワーク
に LACP ボンドを使用します。

• ポート 1 と 3 がクライアントネットワ
ークに LACP ボンドを使用します。

• ネットワーク管理者用に、両方のネット
ワークに VLAN タグを指定できます。

• * アグリゲートポートボンディングモード *

ネットワーク
ボンディング
モード

クライアントネットワークが無効な場合（
デフォルト）

クライアントネットワークが有効になりま
した

LACP （
802.3ad ）の
み

• ポート 1~4 がグリッドネットワークに
単一の LACP ボンドを使用します。

• 単一の VLAN タグでグリッドネットワ
ークのパケットが識別されます。

• ポート 1~4 がグリッドネットワークと
クライアントネットワークに単一の
LACP ボンドを使用します。

• 2 つの VLAN タグで、グリッドネットワ
ークのパケットとクライアントネットワ
ークのパケットを分離できます。

ポートボンディングモードとネットワークボンディングモードの詳細については、 E5700SG コントローラで
の 10 / 25GbE ポートの接続に関する情報を参照してください。

この図では、 E5700SG コントローラの 2 つの 1GbE 管理ポートが管理ネットワーク用に Active-Backup ネッ
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トワークボンディングモードでボンディングされています。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラのメニューバーから、 *Configure Networking *>*Link

Configuration * をクリックします。

Network Link Configuration ページには、アプライアンスの図と、ネットワークポートおよび管理ポートの
番号が表示されます。

Link Status テーブルには、番号が付けられたポートのリンクステート（アップ / ダウン）と速度（
1/10/25 / 40/100Gbps ）が表示されます。
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このページに初めてアクセスしたときの動作は次のとおりです。

◦ * リンク速度 * は * 10GbE * に設定されています。

◦ * ポートボンディングモード * は「 * Fixed 」に設定されます。

◦ * グリッドネットワークのネットワークボンディングモード * が「アクティブ / バックアップ」に設定
されています。

◦ 管理ネットワーク * が有効になっており、ネットワークボンディングモードが * Independent * に設定
されています。

◦ クライアントネットワーク * が無効になっています。
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2. 10 / 25GbE ポートに 25GbE のリンク速度を使用する場合は、リンク速度のドロップダウンリストから *

25GbE * を選択します。

グリッドネットワークとクライアントネットワークに使用するネットワークスイッチも、この速度をサポ
ートし、この速度に対応するように設定する必要があります。ポートに SFP28 トランシーバを取り付け
る必要があります。
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3. 使用する StorageGRID ネットワークを有効または無効にします。

グリッドネットワークは必須です。このネットワークは無効にできません。

a. アプライアンスが管理ネットワークに接続されていない場合は、管理ネットワークの * ネットワーク
を有効にする * チェックボックスの選択を解除します。

b. アプライアンスがクライアントネットワークに接続されている場合は、クライアントネットワークの *

ネットワークを有効にする * チェックボックスをオンにします。

これで、 10 / 25GbE ポートでのクライアントネットワークの設定が表示されます。

4. 表を参照して、ポートボンディングモードとネットワークボンディングモードを設定します。

この例では、次のように

◦ * グリッドネットワークとクライアントネットワークでアグリゲート * と * LACP * が選択されまし
た。各ネットワークに一意の VLAN タグを指定する必要があります。値は 0~4095 の間で選択できま
す。

◦ * 管理ネットワーク用に選択されたアクティブ / バックアップ * 。
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5. 選択に問題がなければ、 * 保存 * をクリックします。

接続しているネットワークまたはリンクを変更すると、接続が失われる可能性がありま
す。1分以内に再接続されない場合は、アプライアンスに割り当てられている他のIPアドレ
スのいずれかを使用してStorageGRID アプライアンスインストーラのURLを再入力します

：+ https://E5700SG_Controller_IP:8443

関連情報

"E5700SG コントローラポートのポートボンディングモード"

IPの設定

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して、 StorageGRID のグリッドネッ
トワーク、管理ネットワーク、クライアントネットワークでアプライアンスストレージ
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ノードに使用される IP アドレスとルーティング情報を設定します。

このタスクについて

接続された各ネットワークでアプライアンスの静的 IP を割り当てるか、 DHCP サーバでアドレスの永久リー
スを割り当てる必要があります。

リンク設定を変更する場合は、 E5700SG コントローラのリンク設定の変更手順を参照してください。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラで、 * ネットワークの設定 * > * IP 構成 * を選択します。

[IP Configuration] ページが表示されます。

2. グリッドネットワークを設定するには、ページの * グリッドネットワーク * セクションで * 静的 * または
* DHCP * のいずれかを選択します。
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3. 「 * Static * 」を選択した場合は、次の手順に従ってグリッドネットワークを設定します。

a. CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。

b. ゲートウェイを入力します。

ネットワークにゲートウェイがない場合は、同じ静的 IPv4 アドレスを再入力します。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。
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ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネッ
トワークインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要がありま
す。個々のノードのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 *

Grid Network MTU mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネッ
トワークタイプで同じである必要はありません。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

IP アドレスを変更すると、ゲートウェイとサブネットのリストも変更される可能性があります。

StorageGRID アプライアンスインストーラへの接続が失われた場合は、割り当てた新しい静的 IP ア
ドレスを使用して URL を再入力します。たとえば、「+」と入力します

https://services_appliance_IP:8443

e. グリッドネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

グリッドサブネットがある場合は、グリッドネットワークゲートウェイが必要です。指定するすべて
のグリッドサブネットが、このゲートウェイ経由でアクセス可能であることが必要で
す。StorageGRID のインストールを開始するときに、プライマリ管理ノードのグリッドネットワーク
サブネットリストでこれらのサブネットも定義する必要があります。

デフォルトルートはリストされません。クライアントネットワークが有効になっていな
い場合は、デフォルトルートがグリッドネットワークゲートウェイを使用します。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

f. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

4. 「 * DHCP * 」を選択した場合は、次の手順に従ってグリッドネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[* IPv4 アドレス * ] 、 [ * ゲートウェイ * ] 、および [ * サブネット * ] フィールドには、自動的に値が
入力されます。DHCP サーバが MTU 値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールド
にその値が入力され、フィールドは読み取り専用になります。

Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイ
レクトされます。

b. グリッドネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

グリッドサブネットがある場合は、グリッドネットワークゲートウェイが必要です。指定するすべて
のグリッドサブネットが、このゲートウェイ経由でアクセス可能であることが必要で
す。StorageGRID のインストールを開始するときに、プライマリ管理ノードのグリッドネットワーク
サブネットリストでこれらのサブネットも定義する必要があります。

デフォルトルートはリストされません。クライアントネットワークが有効になっていな
い場合は、デフォルトルートがグリッドネットワークゲートウェイを使用します。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。
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▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネット
ワークインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要があります。個々
のノードのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 * Grid Network

MTU mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネットワークタイプで
同じである必要はありません。

a. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

5. 管理ネットワークを設定するには、ページの管理ネットワークセクションで * 静的 * または * DHCP * の
いずれかを選択します。

管理ネットワークを設定するには、 Link Configuration ページで管理ネットワークを有効に
する必要があります。

6. 「 * Static * 」を選択した場合は、次の手順に従って管理ネットワークを設定します。

a. アプライアンスの管理ポート 1 に対して、 CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。
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管理ポート 1 は、アプライアンス右端にある 2 つの 1GbE RJ45 ポートのうち、左側のポートです。

b. ゲートウェイを入力します。

ネットワークにゲートウェイがない場合は、同じ静的 IPv4 アドレスを再入力します。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

IP アドレスを変更すると、ゲートウェイとサブネットのリストも変更される可能性があります。

StorageGRID アプライアンスインストーラへの接続が失われた場合は、割り当てた新しい静的 IP ア
ドレスを使用して URL を再入力します。たとえば、「+」と入力します

https://services_appliance:8443

e. 管理ネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

指定したゲートウェイを使用してすべてのサブネットにアクセスできることを確認する必要がありま
す。

管理ネットワークゲートウェイを使用するデフォルトルートは作成できません。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。

▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

f. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

7. [DHCP] を選択した場合は、次の手順に従って管理ネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[* IPv4 アドレス * ] 、 [ * ゲートウェイ * ] 、および [ * サブネット * ] フィールドには、自動的に値が
入力されます。DHCP サーバが MTU 値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールド
にその値が入力され、フィールドは読み取り専用になります。

Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイ
レクトされます。

b. 管理ネットワークのサブネットのリストが正しいことを確認します。

指定したゲートウェイを使用してすべてのサブネットにアクセスできることを確認する必要がありま
す。

管理ネットワークゲートウェイを使用するデフォルトルートは作成できません。

▪ サブネットを追加するには、挿入アイコンをクリックします  アイコン"] をクリックします。
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▪ 使用されていないサブネットを削除するには、削除アイコンをクリックします 。

c. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

8. クライアントネットワークを設定するには、ページの * クライアントネットワーク * セクションで * 静的
* または * DHCP * のいずれかを選択します。

クライアントネットワークを設定するには、 Link Configuration ページで Client Network を
有効にする必要があります。

9. * Static * を選択した場合は、次の手順に従ってクライアントネットワークを設定します。

a. CIDR 表記を使用して静的 IPv4 アドレスを入力します。

b. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

c. クライアントネットワークゲートウェイの IP アドレスが正しいことを確認します。

クライアントネットワークが有効になっている場合は、デフォルトルートが表示されま
す。デフォルトルートはクライアントネットワークゲートウェイを使用し、クライアン
トネットワークが有効になっている間は別のインターフェイスに移動できません。
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d. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

e. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

10. [DHCP] を選択した場合は、次の手順に従ってクライアントネットワークを設定します。

a. [DHCP] ラジオボタンを選択した後、 [Save] をクリックします。

[IPv4 Address] フィールドと [Gateway] フィールドが自動的に入力されます。DHCP サーバが MTU

値を割り当てるように設定されている場合は、 MTU フィールドにその値が入力され、フィールドは
読み取り専用になります。

Web ブラウザは、 StorageGRID アプライアンスインストーラの新しい IP アドレスに自動的にリダイレク
トされます。

a. ゲートウェイが正しいことを確認します。

クライアントネットワークが有効になっている場合は、デフォルトルートが表示されま
す。デフォルトルートはクライアントネットワークゲートウェイを使用し、クライアン
トネットワークが有効になっている間は別のインターフェイスに移動できません。

b. ジャンボフレームを使用する場合は、 MTU フィールドを 9000 などのジャンボフレームに適した値に
変更します。それ以外の場合は、デフォルト値 1500 のままにします。

ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている
値と同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題や
パケット損失が発生する可能性があります。

関連情報

"E5700SGコントローラのリンク設定の変更"

ネットワーク接続の確認

使用する StorageGRID ネットワークに、アプライアンスからアクセスできることを確認
する必要があります。ネットワークゲートウェイ経由のルーティングを検証するには、
StorageGRID アプライアンスインストーラと異なるサブネット上の IP アドレスとの接
続をテストする必要があります。MTU 設定を確認することもできます。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラのメニューバーから、 *Configure Networking *>*Ping and

MTU Test * をクリックします。

[Ping and MTU Test] ページが表示されます。
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2. [* ネットワーク *] ドロップダウンボックスから、テストするネットワークを選択します。グリッド、管
理、またはクライアント。

3. そのネットワーク上のホストの IPv4 アドレスまたは完全修飾ドメイン名（ FQDN ）を入力します。

たとえば、ネットワーク上のゲートウェイやプライマリ管理ノードに ping を送信できます。

4. 必要に応じて、 * Test MTU * チェックボックスをオンにして、ネットワーク経由でデスティネーションへ
のパス全体の MTU 設定を確認します。

たとえば、アプライアンスノードと別のサイトのノードの間のパスをテストできます。

5. [ 接続のテスト * ] をクリックします。

ネットワーク接続が有効な場合は、「 Ping test passed 」メッセージと ping コマンドの出力が表示され
ます。
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関連情報

"ネットワークリンクの設定（SG5700）"

"MTU設定を変更します"

ポートレベルのネットワーク接続の確認

StorageGRID アプライアンスインストーラとその他のノードの間のアクセスがファイア
ウォールの妨げにならないように、 StorageGRID アプライアンスインストーラが指定し
た IP アドレスまたはアドレス範囲にある特定の TCP ポートまたはポートセットに接続
できることを確認します。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスインストーラに付属のポートのリストを使用して、アプライアンスとグリッド
ネットワーク内の他のノードの間の接続をテストできます。

また、外部 NFS サーバや DNS サーバで使用されるポートなど、管理ネットワークとクライアントネットワ
ーク、および UDP ポートで接続をテストすることもできます。これらのポートの一覧については、
StorageGRID ネットワークのガイドラインにあるポートリファレンスを参照してください。
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ポート接続テーブルに表示されているグリッドネットワークポートは、StorageGRID バージョ
ン11.5.0に対してのみ有効です。各ノードタイプに適したポートを確認するには、使用してい
る StorageGRID のバージョンに対応したネットワークガイドラインを確認する必要がありま
す。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *> Port Connectivity Test

(nmap)* をクリックします。

Port Connectivity Test ページが表示されます。

ポート接続テーブルには、グリッドネットワークでの TCP 接続を必要とするノードタイプが表示されま
す。各ノードタイプについて、アプライアンスにアクセスできる必要があるグリッドネットワークのポー
トがテーブルに表示されます。

表に記載されたアプライアンスポートとグリッドネットワーク内のその他のノードの間の接続をテストで
きます。

2. [* ネットワーク *] ドロップダウンから、テストするネットワークを選択します。 * グリッド * 、 * 管理者
* 、または * クライアント * 。

3. そのネットワーク上のホストの IPv4 アドレスの範囲を指定します。

たとえば、ネットワーク上のゲートウェイやプライマリ管理ノードをプローブできます。

次の例に示すように、ハイフンを使用して範囲を指定します。

4. TCP ポート番号、カンマで区切ったポートのリスト、またはポートの範囲を入力します。
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5. [ 接続のテスト * ] をクリックします。

◦ 選択したポートレベルのネットワーク接続が有効な場合は、「 Port connectivity test passed 」という
メッセージが緑色のバナーに表示されます。nmap コマンドの出力は、バナーの下に表示されます。

◦ ポートレベルのネットワーク接続がリモートホストに確立されても ' ホストが選択したポートの 1 つ
以上をリッスンしていない場合は ' ポート接続テストに失敗しましたというメッセージが黄色のバナ
ーに表示されますnmap コマンドの出力は、バナーの下に表示されます。

ホストがリッスンしていないリモート・ポートの状態はすべて「 closed 」です。 たとえば、接続し
ようとしているノードがインストール済みの状態で、 StorageGRID NMS サービスがまだ実行されて
いない場合に、黄色のバナーが表示されることがあります。
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◦ 選択した 1 つ以上のポートに対してポートレベルのネットワーク接続を確立できない場合は、「 Port

connectivity test failed 」というメッセージが赤いバナーに表示されます。nmap コマンドの出力は、
バナーの下に表示されます。

赤いバナーは、リモートホストのポートへの TCP 接続試行が行われたが、送信者には何も返されなか
ったことを示します。応答が返されない場合、ポートの状態は「 filtered 」となり、ファイアウォール
によってブロックされている可能性があります。

「閉」のポートも一覧表示されます。

関連情報

"ネットワークガイドライン"
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SANtricity システムマネージャにアクセスして設定します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージコントローラシェルフのストレージ
コントローラ、ストレージディスク、その他のハードウェアコンポーネントのステータ
スを監視できます。E シリーズ AutoSupport のプロキシを設定することもできます。管
理ポートを使用せずにアプライアンスから AutoSupport メッセージを送信できます。

『Setting Up and Accessing SANtricity System Manager』を参照してください

ストレージコントローラシェルフのハードウェアを監視したり、 E シリーズ
AutoSupport を設定したりするために、ストレージコントローラの SANtricity System

Manager へのアクセスが必要になる場合があります。

必要なもの

• サポートされているWebブラウザを使用します。

• グリッドマネージャから SANtricity システムマネージャにアクセスするには、 StorageGRID をインスト
ールし、ストレージアプライアンスの管理者権限またはルートアクセス権限が必要です。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity System Manager にアクセスするには、
SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

• Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスするには、 SANtricity System

Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

グリッドマネージャまたは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity

System Manager にアクセスするには、 SANtricity ファームウェア 8.70 以降が必要で
す。StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用してファームウェアのバージョンを確
認し、 * Help * > * About * を選択します。

グリッドマネージャまたはアプライアンスインストーラから SANtricity システムマネージャに
アクセスする方法は、通常、ハードウェアを監視して E シリーズ AutoSupport を設定すること
だけを目的としています。ファームウェアのアップグレードなど、 SANtricity System Manager

内の多くの機能や操作は、 StorageGRID アプライアンスの監視には適用されません。問題を回
避するには、アプライアンスのハードウェアの設置とメンテナンスの手順に必ず従ってくださ
い。

このタスクについて

SANtricity System Manager にアクセスする方法は 3 種類あり、その方法はインストールおよび設定のどの段
階にあるかによって異なります。

• アプライアンスが StorageGRID システムにノードとして導入されていない場合は、 StorageGRID アプラ
イアンスインストーラの Advanced タブを使用します。

導入されたノードは、 StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity シ
ステムマネージャにアクセスできなくなります。

• アプライアンスを StorageGRID システムにノードとして導入している場合は、グリッドマネージャのノ
ードページにある SANtricity システムマネージャタブを使用します。

• StorageGRID アプライアンスインストーラまたはグリッドマネージャを使用できない場合は、管理ポート
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に接続された Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスできます。

この手順 には、 SANtricity システムマネージャに最初にアクセスする手順が含まれています。SANtricity

System Manager をすでにセットアップしている場合は、に進みます ハードウェアアラートを設定します ス
テップ。

グリッドマネージャまたは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用すると、アプライ
アンスの管理ポートを設定または接続しなくても SANtricity System Manager にアクセスでき
ます。

SANtricity System Manager を使用して次の項目を監視します。

• ストレージアレイレベルのパフォーマンス、 I/O レイテンシ、 CPU 利用率、スループットなどのパフォ
ーマンスデータ

• ハードウェアコンポーネントのステータス

• 診断データの表示などの機能をサポートします

SANtricity System Manager を使用して、次の設定を行うことができます。

• ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの E メールアラート、 SNMP アラート、または
syslog アラート

• ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの E シリーズ AutoSupport の設定。

E シリーズ AutoSupport の詳細については、 E シリーズドキュメントセンターを参照してください。

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

• セキュリティ保護されたドライブのロックを解除するために必要なドライブセキュリティキー（ドライブ
セキュリティ機能が有効になっている場合はロックの解除が必要）

• SANtricity システムマネージャにアクセスするための管理者パスワード

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用して、 * アドバンスト * > * SANtricity システム・
マネージャ * を選択します

◦ Grid Managerを使用して* Nodes >を選択します *appliance Storage Node >* SANtricity システ
ム・マネージャ*

これらのオプションを使用できない場合やログインページが表示されない場合は、スト
レージコントローラの IP アドレスを使用する必要があります。SANtricity System

Managerにアクセスするには、ストレージコントローラのIP：+にアクセスします

https://Storage_Controller_IP

SANtricity System Manager のログインページが表示されます。

2. 管理者パスワードを設定または入力します。
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SANtricity System Manager では、すべてのユーザで共有する管理者パスワードを 1 つ使用
します。

セットアップウィザードが表示されます。

3. 「 * キャンセル * 」を選択してウィザードを閉じます。

StorageGRID アプライアンスにはセットアップ・ウィザードを実行しないでください。

SANtricity の System Manager ホームページが表示されます。
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1. ハードウェアアラートを設定します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの「 * Settings * > * Alerts * 」（ * 設定 * > * アラート * ）セクションを使用して、
アラートについて学習します。

c. How To の指示に従って ' メール・アラート 'SNMP アラート ' または syslog アラートを設定します

2. ストレージコントローラシェルフのコンポーネントの AutoSupport を管理します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの「* Support > Support Center *」セクションで、AutoSupport 機能について学習し
ます。

c. 「 How To 」の指示に従って、 AutoSupport を管理します。

管理ポートを使用せずに E シリーズ AutoSupport メッセージを送信するための StorageGRID プロキ
シを設定する手順については、 StorageGRID の管理手順および「 E シリーズ AutoSupport のプロキ
シ設定」を参照してください。

"StorageGRID の管理"

3. アプライアンスでドライブセキュリティ機能が有効になっている場合は、セキュリティキーを作成して管
理します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの「 * Settings * > * System * > * Security key management * 」セクションでドライ
ブセキュリティについて学習します。

c. 「 How To 」の指示に従って、セキュリティキーを作成および管理します。
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4. 必要に応じて、管理者パスワードを変更します。

a. SANtricity System Manager のオンラインヘルプにアクセスするには、 * Help * を選択します。

b. オンラインヘルプの * Home * > * Storage array administration * セクションで、管理者パスワードを確
認してください。

c. 「 How To 」の指示に従って、パスワードを変更します。

SANtricity システムマネージャでハードウェアステータスを確認します

SANtricity System Manager を使用して、ストレージコントローラシェルフの個々のハー
ドウェアコンポーネントを監視および管理したり、コンポーネントの温度やドライブに
関連する問題など、ハードウェア診断および環境に関する情報を確認したりできます。

必要なもの

• サポートされているWebブラウザを使用します。

• グリッドマネージャを介して SANtricity システムマネージャにアクセスするには、ストレージアプライア
ンス管理者の権限またはルートアクセス権限が必要です。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity System Manager にアクセスするには、
SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

• Web ブラウザを使用して SANtricity System Manager に直接アクセスするには、 SANtricity System

Manager 管理者のユーザ名とパスワードが必要です。

グリッドマネージャまたは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して SANtricity

System Manager にアクセスするには、 SANtricity ファームウェア 8.70 以降が必要です。

グリッドマネージャまたはアプライアンスインストーラから SANtricity システムマネージャに
アクセスする方法は、通常、ハードウェアを監視して E シリーズ AutoSupport を設定すること
だけを目的としています。ファームウェアのアップグレードなど、 SANtricity System Manager

内の多くの機能や操作は、 StorageGRID アプライアンスの監視には適用されません。問題を回
避するには、アプライアンスのハードウェアの設置とメンテナンスの手順に必ず従ってくださ
い。

手順

1. SANtricity システムマネージャにアクセスします。

"『Setting Up and Accessing SANtricity System Manager』を参照してください"

2. 必要に応じて、管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

3. セットアップウィザードを閉じて SANtricity システムマネージャのホームページを表示するには、 *

Cancel * をクリックします。

SANtricity の System Manager ホームページが表示されます。SANtricity System Manager では、コントロ
ーラシェルフがストレージアレイと表示されます。
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4. アプライアンスハードウェアについて表示された情報を確認し、すべてのハードウェアコンポーネントの
ステータスが「 Optimal 」であることを確認します。

a. [* ハードウェア * ] タブをクリックします。

b. Show back of shelf* （シェルフの背面を表示）をクリックします。

シェルフの背面から、両方のストレージコントローラ、各ストレージコントローラのバッテリ、電源キャ
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ニスター 2 台、ファンキャニスター 2 台、および拡張シェルフ（ある場合）を確認できます。構成部品
の温度を表示することもできます。

a. 各ストレージコントローラの設定を表示するには、コントローラを選択し、コンテキストメニューか
ら * 設定の表示 * を選択します。

b. シェルフの背面にある他のコンポーネントの設定を確認するには、対象となるコンポーネントを選択
します。

c. [Show front of shelf* （シェルフの前面を表示） ] をクリックし、表示するコンポーネントを選択しま
す。

シェルフの前面からは、ストレージコントローラシェルフまたは拡張シェルフ（ある場合）のドライ
ブとドライブドロワーを確認できます。

ステータスが「 Needs Attention 」になっているコンポーネントがある場合は、 Recovery Guru に示される手
順に従って問題 を解決するか、テクニカルサポートに連絡してください。

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してストレージコントローラのIPアドレスを設定します

各ストレージコントローラの管理ポート 1 を使用して、アプライアンスを SANtricity

System Manager の管理ネットワークに接続します。StorageGRID アプライアンスイン
ストーラから SANtricity System Manager にアクセスできない場合は、各ストレージコ
ントローラの静的 IP アドレスを設定して、コントローラシェルフのハードウェアおよび
コントローラファームウェアへの管理接続が失われないようにする必要があります。

必要なもの

• StorageGRID 管理ネットワークに接続できる管理クライアントを使用しているか、サービスラップトップ
を使用している必要があります。

• クライアントまたはサービスラップトップに、サポートされている Web ブラウザをインストールしてお
きます。

このタスクについて

DHCP によって割り当てられたアドレスは、いつ変更されるかわかりません。一貫したアクセスを確保する
ために、コントローラには静的 IP アドレスを割り当ててください。

この手順 は、StorageGRID アプライアンスインストーラ（アドバンスト>* SANtricity システム
マネージャ*）またはグリッドマネージャ（ノード>* SANtricity システムマネージャ*）か
らSANtricity システムマネージャにアクセスできない場合にのみ使用してください。

手順

1. クライアントから、StorageGRID アプライアンスインストーラのURLを入力します：+

https://Appliance_Controller_IP:8443

の場合 `Appliance_Controller_IP`には、任意のStorageGRID ネットワーク上のアプライアンスのIPアドレ
スを使用します。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. Configure Hardware * > * Storage Controller Network Configuration * を選択します。
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Storage Controller Network Configuration ページが表示されます。

3. ネットワーク構成に応じて、 IPv4 、 IPv6 、またはその両方で * Enabled * を選択します。

4. 自動的に表示される IPv4 アドレスを書き留めます。

ストレージコントローラの管理ポートに IP アドレスを割り当てるためのデフォルトの方法は、 DHCP で
す。

DHCP 値が表示されるまでに数分かかる場合があります。

5. 必要に応じて、ストレージコントローラの管理ポートに静的 IP アドレスを設定します。

管理ポートに静的 IP を割り当てるか、 DHCP サーバでアドレスの永久リースを割り当てる
必要があります。

a. 「 * Static * 」を選択します。

b. CIDR 表記を使用して IPv4 アドレスを入力します。

c. デフォルトゲートウェイを入力します。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

変更が適用されるまで数分かかる場合があります。

SANtricity System Managerに接続するときは、新しい静的IPアドレスをURL：+として使用します

https://Storage_Controller_IP

オプション：ノード暗号化を有効にする

ノードの暗号化を有効にすると、アプライアンス内のディスクを安全なキー管理サーバ
（ KMS ）暗号化によってサイト内での物理的な損失やデータの削除から保護すること
ができます。アプライアンスのインストール時にノード暗号化を選択して有効にする必
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要があります。また、 KMS 暗号化プロセスが開始されると、ノード暗号化の選択を
解除できません。

必要なもの

StorageGRID の管理手順の KMS に関する情報を確認します。

このタスクについて

ノード暗号化が有効になっているアプライアンスは、 StorageGRID サイト用に設定されている外部キー管理
サーバ（ KMS ）に接続します。各 KMS （または KMS クラスタ）は、サイトにあるすべてのアプライアン
スノードの暗号化キーを管理します。これらのキーは、ノード暗号化が有効なアプライアンスで、各ディスク
上のデータを暗号化および復号化します。

Grid Manager StorageGRID では、アプライアンスのインストール前またはインストール後に KMS を設定で
きます。詳細については、 StorageGRID の管理手順の KMS とアプライアンスの設定に関する情報を参照し
てください。

• アプライアンスをインストールする前に KMS を設定すると、 KMS で制御される暗号化が開始されま
す。この暗号化は、アプライアンスでノード暗号化を有効にし、 KMS が設定されている StorageGRID サ
イトに追加します。

• アプライアンスをインストールする前に KMS が設定されていない場合は、 KMS が設定され、アプライ
アンスノードを含むサイトで利用可能になった時点で、ノード暗号化が有効になっている各アプライアン
スで KMS 制御された暗号化が実行されます。

ノード暗号化が有効になっているアプライアンスより前に存在するデータは、設定されたKMS

に接続する前に、セキュアでない一時キーで暗号化されます。キーが KMS から提供される値
に設定されるまで、アプライアンスの取り外しや盗難は防止されません。

ディスクの復号化に KMS キーが必要な場合を除いて、アプライアンス上のデータを取得することはできず、
データが実質的に失われます。これは、 KMS から復号化キーを取得できない場合に発生します。顧客が
KMS 設定をクリアするか、 KMS キーの有効期限が切れるか、 KMS への接続が失われるか、 KMS キーがイ
ンストールされている StorageGRID システムからアプライアンスが削除されると、キーにアクセスできなく
なります。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。[+] https://Controller_IP:8443

Controller_IP は、3つのStorageGRID ネットワークのいずれかでのコンピューティングコントローラ
（ストレージコントローラではない）のIPアドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

アプライアンスを KMS キーで暗号化すると、アプライアンスディスクを復号化する際に同
じ KMS キーを使用する必要がなくなります。

2. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。
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3. [ ノード暗号化を有効にする *] を選択します。

保存を選択し、アプライアンスノードがStorageGRID システム内のKMS暗号化キーにアクセスしてディ
スク暗号化を開始するまでは、「ノード暗号化を有効にする」を選択解除してデータ損失のリスクを回避
できます。アプライアンスのインストール後、ノード暗号化を無効にすることはできません。

KMS を含む StorageGRID サイトにノード暗号化が有効になっているアプライアンスを追
加すると、そのノードで KMS 暗号化を使用するのを停止することはできません。

4. [ 保存（ Save ） ] を選択します。

5. アプライアンスを StorageGRID システムのノードとして導入します。

KMS で制御される暗号化は、アプライアンスが StorageGRID サイト用に設定されている KMS キーにア
クセスすると開始されます。KMS 暗号化プロセス中にインストーラによって進捗状況のメッセージが表
示されます。この処理には、アプライアンス内のディスクボリュームの数によっては数分かかることがあ
ります。

アプライアンスは、最初に各ディスクボリュームにランダムな KMS 以外の暗号化キーを割
り当てて構成します。ディスクはこの一時的な暗号化キーを使用して暗号化されます。こ
のキーは、ノード暗号化が有効になっているアプライアンスが StorageGRID サイト用に設
定されている KMS キーにアクセスするまではセキュリティ保護されません。

完了後

アプライアンスノードがメンテナンスモードのときに使用されているノード暗号化ステータス、 KMS の詳
細、および証明書を確認できます。

関連情報

"StorageGRID の管理"

"メンテナンスモードでのノード暗号化の監視"

オプション：RAIDモードの変更（SG5760のみ）

60 本のドライブを搭載した SG5760 では、ストレージとリカバリの要件に対応するため
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に、別の RAID モードに変更できます。モードを変更できるのは、 StorageGRID アプ
ライアンスストレージノードを導入する前だけです。

必要なもの

• SG5760 を使用します。SG5712 がある場合は、 DDP モードを使用する必要があります。

• StorageGRID に接続できるクライアントを使用している必要があります。

• クライアントにサポートされているWebブラウザをインストールしておきます。

このタスクについて

SG5760 アプライアンスをストレージノードとして導入する前に、次のいずれかのボリューム構成オプション
を選択できます。

• * DDP * ：データドライブ 8 本につきパリティドライブを 2 本使用します。すべてのアプライアンスに推
奨されるデフォルトのモードです。RAID6 よりもシステムパフォーマンスに優れ、ドライブ障害が発生し
たあとのリビルド時間も短く、管理も簡単です。また、 60 ドライブアプライアンスをドロワー損失から
保護します。

• * DDP16 * ：このモードはデータドライブ 16 本につきパリティドライブを 2 本使用するため、 DDP より
もストレージ効率が高くなります。RAID6 よりもシステムパフォーマンスに優れ、ドライブ障害が発生し
たあとのリビルド時間も短く、管理も簡単です。ストレージ効率は RAID6 と同等です。DDP16 モードを
使用するには、構成にドライブが 20 本以上含まれている必要があります。ドロワー損失からの保護は提
供しません。

• *RAID6 *: このモードは 16 台以上のデータドライブごとに 2 本のパリティドライブを使用します。RAID

6 モードを使用するには、構成にドライブが 20 本以上含まれている必要があります。DDP よりもアプラ
イアンスのストレージ効率を上げることができますが、ほとんどの StorageGRID 環境では推奨されませ
ん。

ボリュームがすでに構成されている場合や StorageGRID が事前にインストールされている場合
に RAID モードを変更すると、ボリュームが削除されて置き換えられます。対象となったボリ
ュームのデータはすべて失われます。

手順

1. サービスラップトップでWebブラウザを開き、StorageGRID アプライアンスインストーラの+にアクセス

します https://E5700SG_Controller_IP:8443

ここで E5700SG_Controller_IP E5700SGコントローラのいずれかのIPアドレスです。

2. 「 * アドバンスト * 」 > 「 * RAID モード * 」の順に選択します。

3. [Configure RAID Mode*] ページで、 [Mode] ドロップダウンリストから目的の RAID モードを選択しま
す。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

オプション：アプライアンスに対するネットワークポートの再マッピング

アプライアンスストレージノードの内部ポートを別の外部ポートに再マッピングするこ
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とが必要になる場合があります。たとえば、ファイアウォールの問題 が原因でポート
の再マッピングが必要になることがあります。

必要なもの

• 以前に StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスしていた場合。

• ロードバランサエンドポイントを設定しておらず、設定する予定もない状態である必要があります。

ポートを再マッピングする場合、同じポートを使用してロードバランサエンドポイントを
設定することはできません。ポートを再マッピング済みの場合にロードバランサエンドポ
イントを設定するには、リカバリとメンテナンスの手順に従ってポートの再マッピングを
削除してください。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラのメニューバーから、 Configure Networking *>*Remap Port

をクリックします。

Remap Port ページが表示されます。

2. Network * ドロップダウンボックスから、再マッピングするポートのネットワーク（ Grid 、 Admin 、ま
たは Client ）を選択します。

3. [Protocol] ドロップダウンボックスから、 IP プロトコルとして [TCP] または [UDP] を選択します。

4. [* Remap Direction] * ドロップダウンボックスから、このポートに再マッピングするトラフィック方向（
インバウンド、アウトバウンド、または双方向）を選択します。

5. 「 * Original Port * 」に、再マッピングするポートの番号を入力します。

6. 「 * mapped-to Port * 」には、代わりに使用するポートの番号を入力します。

7. [ * ルールの追加 * ] をクリックします。

新しいポートマッピングがテーブルに追加され、新しいマッピングがただちに有効になります。

8. ポートマッピングを削除するには、削除するルールのオプションボタンを選択し、 * 選択したルールの削
除 * をクリックします。
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アプライアンスストレージノードの導入

ストレージアプライアンスを設置して設定したら、 StorageGRID システムにストレージ
ノードとして導入できます。アプライアンスをストレージノードとして導入する場合
は、アプライアンスに搭載されている StorageGRID アプライアンスインストーラを使用
します。

必要なもの

• アプライアンスノードのクローンを作成する場合は、リカバリとメンテナンスの手順を続行します。

""

• アプライアンスをラックまたはキャビネットに設置し、ネットワークに接続し、電源を投入しておきま
す。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して、アプライアンスのネットワークリンク、 IP アド
レス、ポートの再マッピング（必要な場合）を設定しておきます。

• アプライアンスのコンピューティングコントローラに割り当てられている IP アドレスのいずれかを確認
しておきます。接続されているどの StorageGRID ネットワークの IP アドレスでも使用できます。

• StorageGRID システムのプライマリ管理ノードを導入しておきます。

• StorageGRID アプライアンスインストーラの IP 設定ページに表示されるすべてのグリッドネットワーク
サブネットが、プライマリ管理ノードのグリッドネットワークサブネットリストで定義されている。

• サポートされている Web ブラウザがインストールされたサービスラップトップを用意しておきます。

このタスクについて

各ストレージアプライアンスは単一のストレージノードとして機能します。すべてのアプライアンスは、グリ
ッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークに接続できます

StorageGRID システムにアプライアンスストレージノードを導入するには、 StorageGRID アプライアンスイ
ンストーラにアクセスして次の手順を実行します。

• プライマリ管理ノードの IP アドレスおよびストレージノードの名前を指定または確認します。

• 導入を開始し、ボリュームの設定とソフトウェアのインストールが完了するまで待機します。

• アプライアンスインストールタスクの途中でインストールが一時停止した場合は、 Grid Manager にサイ
ンインしてすべてのグリッドノードを承認し、 StorageGRID のインストールプロセスと導入プロセスを
完了すると、インストールを再開できます。

一度に複数のアプライアンスノードを導入する必要がある場合は、を使用してインストールプ

ロセスを自動化できます configure-sga.py アプライアンスインストールスクリプト。

• 拡張またはリカバリ処理を実行する場合は、該当する手順に従います。

◦ 既存の StorageGRID システムにアプライアンスストレージノードを追加する場合は、 StorageGRID

システムの拡張手順を参照してください。

◦ リカバリ処理の一環としてアプライアンスストレージノードを導入する場合は、リカバリとメンテナ
ンスの手順を参照してください。

手順
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1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。[+] https://Controller_IP:8443

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. 「 * プライマリ管理ノード接続 * 」セクションで、プライマリ管理ノードの IP アドレスを指定する必要
があるかどうかを判断します。

このデータセンターに他のノードがすでにインストールされている場合は、プライマリ管理ノードまたは
ADMIN_IP が設定された少なくとも 1 つのグリッドノードが同じサブネットにあるという想定で、
StorageGRID アプライアンスインストーラがこの IP アドレスを自動的に検出します。

3. この IP アドレスが表示されない場合や変更する必要がある場合は、アドレスを指定します。
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オプション 説明

IP を手動で入力します a. Enable Admin Node discovery * チェックボックスの選択を解除します。

b. IP アドレスを手動で入力します。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

d. 新しい IP アドレスの接続状態が READY になるまで待ちます。

接続されたすべてのプラ
イマリ管理ノードの自動
検出

a. Enable Admin Node discovery * チェックボックスを選択します。

b. 検出された IP アドレスのリストが表示されるまで待ちます。

c. このアプライアンスストレージノードを導入するグリッドのプライマリ管
理ノードを選択します。

d. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

e. 新しい IP アドレスの接続状態が READY になるまで待ちます。

4. [* Node name* （ノード名 * ） ] フィールドに、このアプライアンスノードに使用する名前を入力し、 [ *

Save * （保存） ] をクリックします。

このノード名は、 StorageGRID システムでこのアプライアンスノードに割り当てられ、このタブは、
Grid Manager のノードページ（概要タブ）に表示されます。ノードを承認するときに、必要に応じて、
この名前を変更できます。

5. [インストール]セクションで、現在の状態が「のインストール開始準備完了」であることを確認します

node name をプライマリ管理ノードでグリッドに追加します admin_ip "*インストールの開始*ボタンが
有効になっていることを確認します。

[Start Installation* （インストールの開始） ] ボタンが有効になっていない場合は、ネットワーク設定また
はポート設定の変更が必要になることがあります。手順については、使用しているアプライアンスのイン
ストールとメンテナンスの手順を参照してください。

ストレージノードアプライアンスをノードクローニングターゲットとして導入する場合
は、ここで導入プロセスを停止して、のノードクローニング手順 を続行してください ""。

6. StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページで、 * インストールの開始 * をクリックしま
す。

現在の状態が「 Installation is in progress 」に変わり、「 Monitor Installation 」ページが表示されます。

モニタのインストールページに手動でアクセスする必要がある場合は、 * モニタのインス
トール * をクリックします。

7. グリッドに複数のアプライアンスストレージノードがある場合は、アプライアンスごとに上記の手順を繰
り返します。

一度に複数のアプライアンスストレージノードを導入する必要がある場合は、を使用して

インストールプロセスを自動化できます configure-sga.py アプライアンスインストー
ルスクリプト。このスクリプトはストレージノードにのみ適用されます。
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関連情報

"グリッドを展開します"

""

ストレージアプライアンスのインストールの監視

StorageGRID アプライアンスインストーラでは、インストールが完了するまでステータ
スが提供されます。ソフトウェアのインストールが完了すると、アプライアンスがリブ
ートされます。

手順

1. インストールの進行状況を監視するには、 * インストールの監視 * をクリックします。

Monitor Installation ページにインストールの進行状況が表示されます。

青色のステータスバーは、現在進行中のタスクを示します。緑のステータスバーは、正常に完了したタス
クを示します。

インストーラは、以前のインストールで完了したタスクが再実行されないようにします。
インストールを再実行している場合 ' 再実行する必要のないタスクは ' 緑色のステータスバ
ーとステータスが [ スキップ済み ] と表示されます

2. インストールの最初の 2 つのステージの進行状況を確認します。

◦ 1 。ストレージの構成 *

インストーラがストレージコントローラに接続し、既存の設定があれば消去し、 SANtricity ソフトウ
ェアと通信してボリュームを設定し、ホストを設定します。

※ 2OS * をインストールします

インストーラが StorageGRID のベースとなるオペレーティングシステムイメージをアプライアンスにコ
ピーします。

3. インストールの進行状況の監視を継続して、組み込みコンソールに「 Install StorageGRID * 」ステージが
一時停止し、グリッドマネージャを使用して管理ノードでこのノードを承認するように求めるメッセージ
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が表示されるまで続けます。次の手順に進みます。

4. グリッドマネージャに移動し、保留中のストレージノードを承認して、StorageGRID のインストールプロ
セスを完了します。

Grid Manager から * Install * をクリックすると、ステージ 3 が完了し、ステージ 4 * Finalize Installation *

が開始されます。ステージ 4 が完了すると、コントローラがリブートされます。

アプライアンスのインストールと設定の自動化

アプライアンスのインストールと設定、および StorageGRID システム全体の設定を自動
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化することができます。

このタスクについて

インストールと設定を自動化すると、複数の StorageGRID インスタンス、または大規模で複雑な
StorageGRID インスタンスを 1 つ導入する場合に便利です。

インストールと設定を自動化するには、次のオプションを 1 つ以上使用します。

• アプライアンスの構成設定を指定した JSON ファイルを作成します。StorageGRID アプライアンスイン
ストーラを使用して JSON ファイルをアップロードします。

同じファイルを使用して、複数のアプライアンスを設定できます。

• StorageGRID を使用しますconfigure-sga.py アプライアンスの設定を自動化するPythonスクリプト。

• 追加の Python スクリプトを使用して、 StorageGRID システム全体の他のコンポーネント（「グリッド」
）を設定します。

Python スクリプトを StorageGRID 自動化で直接使用することも、 StorageGRID インストール
REST API を独自に開発するグリッド導入および設定ツールで使用する例として使用すること
もできます。リカバリとメンテナンスの手順のStorageGRID インストールファイルのダウンロ
ードと展開に関する情報を参照してください。

StorageGRID アプライアンスインストーラを使用したアプライアンス設定の自動化

設定情報を含む JSON ファイルを使用して、アプライアンスの設定を自動化することが
できます。ファイルは StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してアップロー
ドします。

必要なもの

• アプライアンスは、 StorageGRID 11.5 以降と互換性のある最新のファームウェアを使用している必要が
あります。

• 設定するアプライアンスのStorageGRID アプライアンスインストーラに、サポートされているブラウザを
使用して接続する必要があります。

このタスクについて

次の設定など、アプライアンスの設定作業を自動化することができます。

• グリッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークの IP アドレス

• BMC インターフェイス

• ネットワークリンク

◦ ポートボンディングモード

◦ ネットワークボンディングモード

◦ リンク速度

アップロードした JSON ファイルを使用してアプライアンスを設定する方が、 StorageGRID アプライアンス
インストーラの複数のページを使用して手動で設定を行うよりも効率的です。特に、多数のノードを設定する
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必要がある場合は効果的です。構成ファイルはノードごとに 1 つずつ適用する必要があります。

アプライアンスのインストールと設定の両方を自動化したいと考えている経験豊富なユーザ

が、を使用できます configure-sga.py スクリプト：[+]"configure-sga.pyスクリプトを使用
して、アプライアンスノードのインストールと設定を自動化する"

手順

1. 次のいずれかの方法で JSON ファイルを生成します。

◦ ConfigBuilder アプリケーション

"ConfigBuilder.netapp.com"

◦ 。 configure-sga.py アプライアンス設定スクリプト。スクリプトは、 StorageGRID アプライア
ンスインストーラ（ * Help * > * アプライアンス構成スクリプト * ）からダウンロードできま
す。configure-sga.py スクリプトを使用して設定を自動化する手順を参照してください。

"configure-sga.pyスクリプトを使用して、アプライアンスノードのインストールと設定を自動化する"

JSON ファイル内のノード名は、次の要件に従う必要があります。

▪ 1 文字以上 32 文字以下の有効なホスト名を指定する必要があります

▪ アルファベット、数字、およびハイフンを使用できます

▪ 1文字目または最後の文字をハイフンにすることはできません。また、数字だけを使用すること

JSON ファイル内のノード名（最上位の名前）が一意であることを確認してくださ
い。一意でないと、 JSON ファイルを使用して複数のノードを設定できません。

2. 「 * Advanced * > * Update Appliance Configuration * 」を選択します。

[Update Appliance Configuration] ページが表示されます。
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3. アップロードする設定の JSON ファイルを選択します。

a. [ * 参照 * ] を選択します。

b. ファイルを探して選択します。

c. 「 * 開く * 」を選択します。

ファイルがアップロードされて検証されます。検証プロセスが完了すると、ファイル名が緑色のチェ
ックマークの横に表示されます。

JSON ファイルの構成に「 link_config 」、「 networks 」、またはその両方のセクショ
ンが含まれている場合は、アプライアンスへの接続が失われる可能性があります。1 分
以内に再接続されない場合は、アプライアンスに割り当てられている他の IP アドレス
のいずれかを使用して、アプライアンスの URL を再入力します。

ノード名 * ドロップダウンには、 JSON ファイルで定義された最上位のノード名が表示されます。
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ファイルが有効でない場合、ファイル名は赤色で表示され、黄色のバナーにエラーメッセ
ージが表示されます。無効なファイルはアプライアンスに適用されません。ConfigBuilder

を使用して、有効な JSON ファイルを作成できます。

4. ノード名 * ドロップダウンのリストからノードを選択します。

Apply JSON configuration * ボタンが有効になっている。

5. Apply JSON configuration * を選択します。

選択したノードに構成が適用されます。

configure-sga.pyスクリプトを使用して、アプライアンスノードのインストールと設定
を自動化する

を使用できます configure-sga.py プライマリ管理ノードのインストールや設定な
ど、StorageGRID アプライアンスノードのインストールタスクや設定タスクの多くを自
動化するスクリプトです。このスクリプトは、設定するアプライアンスが多数ある場合
に役立ちます。スクリプトを使用して、アプライアンスの設定情報を含む JSON ファイ
ルを生成することもできます。

このタスクについて

• アプライアンスをラックに設置し、ネットワークに接続し、電源を投入しておきます。

• StorageGRID アプライアンスインストーラを使用してプライマリ管理ノードのネットワークリンクと IP

アドレスを設定しておきます。

• プライマリ管理ノードをインストールする場合は、その IP アドレスを確認しておきます。

• 他のノードをインストールして設定する場合は、プライマリ管理ノードが導入され、その IP アドレスを
確認しておきます。

• プライマリ管理ノード以外のすべてのノードについて、 StorageGRID アプライアンスインストーラの IP

設定ページに表示されるすべてのグリッドネットワークサブネットが、プライマリ管理ノードのグリッド
ネットワークサブネットリストで定義されている。

• をダウンロードしておきます configure-sga.py ファイル。このファイルはインストール・アーカイブ
に含まれています。または、 StorageGRID アプライアンス・インストーラの * Help * > * Appliance

Installation Script * をクリックしてアクセスできます。
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この手順 は、コマンドラインインターフェイスを使用した経験のある上級ユーザを対象として
います。また、 StorageGRID アプライアンスインストーラを使用して設定を自動化することも
できます。[+]"StorageGRID アプライアンスインストーラを使用したアプライアンス設定の自
動化"

手順

1. Python スクリプトを実行するために使用する Linux マシンにログインします。

2. スクリプト構文に関する一般的なヘルプおよび使用可能なパラメータの一覧を表示するには、次のように
入力します。

configure-sga.py --help

。 configure-sga.py スクリプトでは、次の5つのサブコマンド

◦ advanced BMCの設定、アプライアンスの現在の設定を含むJSONファイルの作成な
ど、StorageGRID アプライアンスの高度な操作用

◦ configure RAIDモード、ノード名、およびネットワークパラメータを設定するために使用します

◦ install StorageGRID のインストールを開始する場合に使用します

◦ monitor StorageGRID インストールの監視用です

◦ reboot アプライアンスのリブート用です

サブコマンド（advanced、configure、install、monitor、またはreboot）引数のあとにを入力すると

--help オプションを指定すると、そのサブコマンド内で使用可能なオプションの詳細を示すヘルプテキ

ストが表示されます configure-sga.py subcommand --help

3. アプライアンスノードの現在の設定を確認するには、以下のコマンドをどこに入力するかを確認します

SGA-install-ip には、アプライアンスノードのいずれかのIPアドレスを指定します。+ configure-

sga.py configure SGA-INSTALL-IP

この結果には、プライマリ管理ノードの IP アドレスや管理、グリッド、クライアントネットワークに関
する情報など、アプライアンスの現在の IP 情報が表示されます。

Connecting to +https://10.224.2.30:8443+ (Checking version and

connectivity.)

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/versions... Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/system-info... Received

200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/admin-connection...

Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/link-config... Received

200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/networks... Received 200

2021/02/25 16:25:11: Performing GET on /api/v2/system-config... Received

200
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  StorageGRID Appliance

    Name:        LAB-SGA-2-30

    Node type:   storage

  StorageGRID primary Admin Node

    IP:        172.16.1.170

    State:     unknown

    Message:   Initializing...

    Version:   Unknown

  Network Link Configuration

    Link Status

          Link      State      Speed (Gbps)

          ----      -----      -----

          1         Up         10

          2         Up         10

          3         Up         10

          4         Up         10

          5         Up         1

          6         Down       N/A

    Link Settings

        Port bond mode:      FIXED

        Link speed:          10GBE

        Grid Network:        ENABLED

            Bonding mode:    active-backup

            VLAN:            novlan

            MAC Addresses:   00:a0:98:59:8e:8a  00:a0:98:59:8e:82

        Admin Network:       ENABLED

            Bonding mode:    no-bond

            MAC Addresses:   00:80:e5:29:70:f4

        Client Network:      ENABLED

            Bonding mode:    active-backup

            VLAN:            novlan

            MAC Addresses:   00:a0:98:59:8e:89  00:a0:98:59:8e:81

  Grid Network

    CIDR:      172.16.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:A0:98:59:8E:8A

    Gateway:   172.16.0.1

    Subnets:   172.17.0.0/21

               172.18.0.0/21

               192.168.0.0/21
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    MTU:       1500

  Admin Network

    CIDR:      10.224.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:80:E5:29:70:F4

    Gateway:   10.224.0.1

    Subnets:   10.0.0.0/8

               172.19.0.0/16

               172.21.0.0/16

    MTU:       1500

  Client Network

    CIDR:      47.47.2.30/21 (Static)

    MAC:       00:A0:98:59:8E:89

    Gateway:   47.47.0.1

    MTU:       2000

##############################################################

#####   If you are satisfied with this configuration,    #####

##### execute the script with the "install" sub-command. #####

##############################################################

4. 現在の設定のいずれかの値を変更する必要がある場合は、を使用します configure サブコマンドを使用
して更新します。たとえば、アプライアンスがプライマリ管理ノードへの接続に使用するIPアドレスをに

変更する場合などです 172.16.2.99`をクリックし、「+」と入力します `configure-sga.py

configure --admin-ip 172.16.2.99 SGA-INSTALL-IP

5. アプライアンスの設定をJSONファイルにバックアップする場合は、を使用します advanced および

backup-file サブコマンド。たとえば、IPアドレスを持つアプライアンスの設定をバックアップする場

合などです SGA-INSTALL-IP を指定します appliance-SG1000.json`をクリックし、「+」と入力し

ます `configure-sga.py advanced --backup-file appliance-SG1000.json SGA-

INSTALL-IP

設定情報が格納された JSON ファイルは、スクリプトの実行元と同じディレクトリに書き込まれます。

生成された JSON ファイルの最上位のノード名がアプライアンス名と一致していることを
確認します。経験豊富なユーザで StorageGRID API について十分な知識がある場合を除
き、このファイルに変更を加えないでください。

6. アプライアンスの設定に問題がなければ、を使用します install および monitor アプライアンスをイ

ンストールするためのサブコマンド：+ configure-sga.py install --monitor SGA-INSTALL-IP

7. アプライアンスをリブートする場合は、「+」を入力します configure-sga.py reboot SGA-

INSTALL-IP

StorageGRID の設定の自動化

グリッドノードを導入したら、 StorageGRID システムの設定を自動化できます。
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必要なもの

• インストールアーカイブにある次のファイルの場所を確認しておきます。

ファイル名 説明

configure-storagegrid.py 設定を自動化するための Python スクリプト

configure-storagegrid.sample.json スクリプトで使用するサンプル構成ファイル

configure-storagegrid.blank.json スクリプトで使用する空の構成ファイルです

• を作成しておきます configure-storagegrid.json 構成ファイルこのファイルを作成するには、サン

プル構成ファイルを変更します (configure-storagegrid.sample.json)または空の構成ファイル

(configure-storagegrid.blank.json）。

このタスクについて

を使用できます configure-storagegrid.py Pythonスクリプトおよび configure-storagegrid.json

StorageGRID システムの設定を自動化するための構成ファイル。

また、 Grid Manager またはインストール API を使用してシステムを設定することもできま
す。

手順

1. Python スクリプトを実行するために使用する Linux マシンにログインします。

2. インストールアーカイブを展開したディレクトリに移動します。

たとえば、「+」と入力します cd StorageGRID-Webscale-version/platform

ここで、 platform はです debs、 rpms`または `vsphere。

3. Python スクリプトを実行し、作成した構成ファイルを使用します。

例：

./configure-storagegrid.py ./configure-storagegrid.json --start-install

完了後

リカバリパッケージ .zip 設定プロセスでファイルが生成され、インストールと設定を実行するディレクトリ
にダウンロードされます。グリッドノードで障害が発生した場合に StorageGRID システムをリカバリできる
ようにするために、リカバリパッケージファイルをバックアップする必要があります。たとえば、バックアッ
プされたセキュアなネットワーク上の場所や、安全なクラウドストレージ上の場所にコピーします。

リカバリパッケージファイルには StorageGRID システムからデータを取得するための暗号キー
とパスワードが含まれているため、安全に保管する必要があります。

ランダムパスワードを生成するように指定した場合は、を展開する必要があります Passwords.txt ファイ

83



ルを開き、StorageGRID システムへのアクセスに必要なパスワードを探します。

######################################################################

##### The StorageGRID "recovery package" has been downloaded as: #####

#####           ./sgws-recovery-package-994078-rev1.zip          #####

#####   Safeguard this file as it will be needed in case of a    #####

#####                 StorageGRID node recovery.                 #####

######################################################################

StorageGRID システムがインストールおよび設定されると、確認メッセージが表示されます。

StorageGRID has been configured and installed.

インストール REST API の概要

StorageGRID には、インストールタスクを実行するための REST API として、
StorageGRID インストール API と StorageGRID アプライアンスインストーラ API の 2

つが用意されています。

どちらの API も、 Swagger オープンソース API プラットフォームを使用して API のドキュメントを提供して
います。Swagger では、ユーザインターフェイスを使用してパラメータやオプションを変更した場合の API

の動作を確認しながら、 API の開発を進めることができます。このドキュメントは、標準的な Web テクノロ
ジと JavaScript Object Notation （ JSON ）データ形式について十分理解していることを前提としています。

API Docs Web ページを使用して実行する API 処理はすべてその場で実行されます。設定デー
タやその他のデータを誤って作成、更新、または削除しないように注意してください。

各 REST API コマンドは、 API の URL 、 HTTP アクション、必須またはオプションの URL パラメータ、お
よび想定される API 応答で構成されます。

StorageGRID インストール API

StorageGRID インストール API は、 StorageGRID システムを最初に設定するとき、およびプライマリ管理ノ
ードのリカバリを実行する必要がある場合にのみ使用できます。インストール API には、 Grid Manager から
HTTPS 経由でアクセスできます。

API のドキュメントにアクセスするには、プライマリ管理ノードのインストール用 Web ページに移動し、メ
ニューバーから * Help * > * API Documentation * を選択します。

StorageGRID インストール API には次のセクションがあります。

• *config *-- API の製品リリースとバージョンに関連する操作。製品リリースバージョンおよびそのリリー
スでサポートされる API のメジャーバージョンを一覧表示できます。

• * grid * — グリッドレベルの設定操作。グリッドの詳細、グリッドネットワークのサブネット、グリッド
パスワード、 NTP および DNS サーバの IP アドレスなど、グリッド設定を取得および更新できます。
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• *nodes * — ノードレベルの設定操作。グリッドノードのリストを取得できるほか、グリッドノードの削
除、設定、表示、およびグリッドノードの設定のリセットを行うことができます。

• *provision * — プロビジョニング操作。プロビジョニング処理を開始し、プロビジョニング処理のステー
タスを表示できます。

• * recovery * - プライマリ管理ノードのリカバリ処理。情報のリセット、リカバリパッケージのアップロー
ド、リカバリの開始、およびリカバリ処理のステータスの表示を行うことができます。

• * recovery-package * — リカバリパッケージをダウンロードする処理。

• *sites * — サイトレベルの設定操作。サイトを作成、表示、削除、および変更できます。

StorageGRID アプライアンスインストーラ API

StorageGRID アプライアンスインストーラAPIには、からHTTPS経由でアクセスできます

Controller_IP:8443。

API ドキュメントにアクセスするには、アプライアンスの StorageGRID アプライアンスインストーラのメニ
ューバーから * Help * > * API Docs * を選択します。

StorageGRID アプライアンスインストーラ API には、次のセクションがあります。

• * clone * — ノードのクローニングを構成および制御するための処理。

• *encryption * — 暗号化を管理し、暗号化ステータスを表示するための処理。

• * ハードウェア構成 * — 接続されたハードウェアでシステム設定を構成するための操作。

• *installation * ：アプライアンスのインストールを開始し、インストール・ステータスを監視するための処
理。

• * networking * — StorageGRID アプライアンスのグリッドネットワーク、管理ネットワーク、クライアン
トネットワークの設定、およびアプライアンスのポート設定に関連する処理です。

• * setup * - システムに関する情報の取得やプライマリ管理ノード IP の更新要求など、アプライアンスの初
期インストール設定に役立つ処理。

• *support *--コントローラのリブートとログ取得のための処理。

• * upgrade * ：アプライアンス・ファームウェアのアップグレードに関連する操作

• uploadsg — StorageGRID インストールファイルをアップロードするための操作。

ハードウェアの設置のトラブルシューティング

設置作業で問題が発生した場合は、ハードウェアのセットアップや接続の問題に関する
トラブルシューティング情報を確認すると役立つことがあります。

関連情報

"ハードウェアのセットアップがハングしたように見えます"

"接続の問題のトラブルシューティング"
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ハードウェアのセットアップがハングしたように見えます

ハードウェア障害やケーブル接続エラーによって E5700SG コントローラのブート処理
が完了しなかった場合、 StorageGRID アプライアンスインストーラを使用できないこと
があります。

手順

1. デジタル表示ディスプレイのコードを監視します。

電源投入時にハードウェアが初期化される際に、 2 つのデジタル表示ディスプレイに一連のコードが表示
されます。ハードウェアが正常にブートされると、各コントローラのデジタル表示ディスプレイに異なる
コードが表示されます。

2. E5700SG コントローラのデジタル表示ディスプレイのコードを確認してください。

インストールとプロビジョニングには時間がかかります。フェーズによっては、
StorageGRID アプライアンスインストーラの更新が数分間報告されないこともあります。

エラーが発生すると、デジタル表示ディスプレイに HE などの一連のコードが点滅します。

3. これらのコードの意味については、次のリソースを参照してください。

コントローラ 参照

E5700SG コントローラのものです • E5700SG コントローラのステータス・インジ
ケータ

• “he error:Error synchronizing with SANtricity OS

Software” （エラー： OS ソフトウェアとの同
期エラー）

E2800 コントローラ E5700 and E2800 System Monitoring Guide

• 注： * E シリーズ E5700 コントローラに関する
コードは、アプライアンスの E5700SG コント
ローラには適用されません。

4. この方法で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

関連情報

"E5700SG コントローラのステータスインジケータ"

"HE エラー： SANtricity OS ソフトウェアとの同期エラー"

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

HE エラー： SANtricity OS ソフトウェアとの同期エラー

StorageGRID アプライアンスインストーラが SANtricity OS ソフトウェアと同期できな
い場合は、コンピューティングコントローラのデジタル表示ディスプレイに HE エラー
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コードが表示されます。

このタスクについて

HE エラーコードが表示された場合は、次の対処策を実施します。

手順

1. 2 台のコントローラ間の 2 本のインターコネクトケーブルを調べて、ケーブルと SFP+ トランシーバがし
っかりと接続されていることを確認します。

2. 必要に応じて、一方または両方のケーブルまたは SFP+ トランシーバを交換し、再試行します。

3. この方法で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

接続の問題のトラブルシューティング

StorageGRID アプライアンスのインストール時に接続の問題が発生した場合は、以下に
記載する対処策を実施する必要があります。

アプライアンスに接続できません

アプライアンスに接続できない場合は、ネットワーク問題 があるか、またはハードウェ
アの設置が正常に完了していない可能性があります。

手順

1. SANtricity システムマネージャに接続できない場合は、次の手順を実行します。

a. SANtricity System Managerの管理ネットワークで、E2800コントローラのIPアドレスを使用してアプ

ライアンスにpingを送信します：+ ping E2800_Controller_IP

b. ping からの応答がない場合は、正しい IP アドレスを使用していることを確認します。

E2800 コントローラの管理ポート 1 の IP アドレスを使用します。

c. IP アドレスが正しい場合は、アプライアンスのケーブル接続とネットワークのセットアップを確認し
ます。

この手順で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

d. ping が成功した場合は、 Web ブラウザを開きます。

e. SANtricity システムマネージャのURLとして「+」を入力します https://E2800_Controller_IP

SANtricity System Manager のログインページが表示されます。

2. E5700SG コントローラに接続できない場合は、次の手順を実行してください。

a. E5700SGコントローラのIPアドレス+を使用してアプライアンスにpingを送信してください ping

E5700SG_Controller_IP

b. ping からの応答がない場合は、正しい IP アドレスを使用していることを確認します。

グリッドネットワーク、管理ネットワーク、またはクライアントネットワークでのアプライアンスの
IP アドレスを使用できます。
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c. IP アドレスが正しい場合は、アプライアンスのケーブル接続、 SFP トランシーバ、およびネットワ
ークのセットアップを確認します。

この手順で問題 が解決しない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

d. ping が成功した場合は、 Web ブラウザを開きます。

e. StorageGRID アプライアンスインストーラのURLとして「+」を入力します

https://E5700SG_Controller_IP:8443

ホームページが表示されます。

StorageGRID アプライアンスインストーラの実行中にコントローラをリブートします

StorageGRID アプライアンスインストーラの実行中にコンピューティングコントローラ
のリブートが必要になる場合があります。たとえば、インストールが失敗した場合は、
コントローラのリブートが必要になることがあります。

このタスクについて

この手順 は、コンピューティングコントローラで StorageGRID アプライアンスインストーラが実行されてい
る場合にのみ適用されます。インストールが完了すると、 StorageGRID アプライアンスインストーラが使用
できなくなるため、この手順は機能しなくなります。

手順

1. StorageGRID アプライアンス・インストーラで、 [Advanced>*Reboot Controller*] をクリックし、次のい
ずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

SG6000-CN コントローラがリブートされます。
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SG5700アプライアンスのメンテナンス

E2800 コントローラでの SANtricity OS ソフトウェアのアップグレード、 E5700SG コ
ントローラのイーサネットリンク設定の変更、 E2800 コントローラまたは E5700SG コ
ントローラの交換、または特定のコンポーネントの交換が必要になることがあります。
このセクションの手順は、アプライアンスが StorageGRID システムにストレージノード
としてすでに導入されていることを前提としています。

手順

• "アプライアンスをメンテナンスモードにします"

• "ストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードしています"

• "SANtricity System Managerを使用してドライブファームウェアをアップグレードする"

• "E2800コントローラの交換"

• "E5700SGコントローラの交換"

• "その他のハードウェアコンポーネントの交換"

• "E5700SGコントローラのリンク設定の変更"

• "MTU設定を変更します"

• "DNSサーバの設定を確認しています"

• "メンテナンスモードでのノード暗号化の監視"

アプライアンスをメンテナンスモードにします

特定のメンテナンス手順を実行する前に、アプライアンスをメンテナンスモードにする
必要があります。

必要なもの

• Grid Managerにはサポートされているブラウザを使用してサインインする必要があります。

• Maintenance または Root Access 権限が必要です。詳細については、 StorageGRID の管理手順を参照し
てください。

このタスクについて

StorageGRID アプライアンスをメンテナンスモードにすると、アプライアンスにリモートアクセスできなく
なることがあります。

保守モードのStorageGRID アプライアンスのパスワードおよびホスト・キーは、アプライアン
スが稼働していたときと同じままです。

手順

1. Grid Managerから* Nodes *を選択します。

2. Nodes ページのツリービューで、アプライアンスストレージノードを選択します。

3. [ タスク ] を選択します。
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4. [* Maintenance Mode]*を選択します。

確認のダイアログボックスが表示されます。

5. プロビジョニングパスフレーズを入力し、「 * OK 」を選択します。

進捗状況バーと一連のメッセージ（「 Request Sent 」、「 Stopping StorageGRID 」、「 Rebaling 」な
ど）は、アプライアンスがメンテナンスモードに移行するための手順を完了していることを示していま
す。
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アプライアンスがメンテナンスモードになっている場合は、 StorageGRID アプライアンスインストーラ
へのアクセスに使用できる URL が確認メッセージに表示されます。

6. StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスするには、表示されたいずれかの URL にアクセス
します。

可能であれば、アプライアンスの管理ネットワークポートの IP アドレスを含む URL を使用します。

へのアクセス https://169.254.0.1:8443 ローカル管理ポートに直接接続する必要が
あります。

7. StorageGRID アプライアンスインストーラで、アプライアンスがメンテナンスモードになっていることを
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確認します。

8. 必要なメンテナンスタスクを実行します。

9. メンテナンス作業が完了したら、メンテナンスモードを終了して通常のノードの運用を再開しま
す。StorageGRID アプライアンス・インストーラから、 Advanced>* Reboot Controller* を選択し、 *

Reboot into StorageGRID * を選択します。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブート
が完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノード*

（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノードがグ
リッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。

ストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードしています

ストレージコントローラが最適に機能するようにするには、 StorageGRID アプライアン
スに対応した最新の SANtricity OS メンテナンスリリースにアップグレードする必要が
あります。使用するバージョンを確認するには、 NetApp Interoperability Matrix Tool （
IMT ）を参照してください。サポートが必要な場合は、テクニカルサポートにお問い合
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わせください。

• ストレージコントローラで SANtricity OS 08.42.20.00 （ 11.42 ）以降を使用している場合、 Grid

Manager を使用してアップグレードを実行します。

"グリッドマネージャを使用してストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードします"

• ストレージコントローラで 08.42.20.00 （ 11.42 ）より前のバージョンの SANtricity OS を使用している
場合、メンテナンスモードを使用してアップグレードを実行します。

"メンテナンスモードを使用したE2800コントローラでのSANtricity OSのアップグレード"

関連情報

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

"ネットアップのダウンロード： SANtricity OS"

"トラブルシューティングを監視します"

グリッドマネージャを使用してストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードします

現在 SANtricity OS 08.42.20.00 （ 11.42 ）以降を使用しているストレージコントローラ
の場合、 Grid Manager を使用してアップグレードを適用する必要があります。

必要なもの

• NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を参照して、アップグレードに使用する SANtricity OS のバ
ージョンがお使いのアプライアンスと互換性があることを確認してください。

• Maintenance権限が必要です。

• Grid Managerにはサポートされているブラウザを使用してサインインする必要があります。

• プロビジョニングパスフレーズが必要です。

• SANtricity OSに関するネットアップのダウンロードページを利用する必要があります。

このタスクについて

SANtricity OS のアップグレードプロセスが完了するまで、他のソフトウェアの更新（ StorageGRID ソフトウ
ェアのアップグレードまたはホットフィックス）は実行できません。SANtricity OS のアップグレードプロセ
スが完了する前にホットフィックスや StorageGRID ソフトウェアのアップグレードを開始しようとすると、
SANtricity OS のアップグレードページが表示されます。

該当するすべてのノードにSANtricity OSのアップグレードが正常に適用されるまで、手順 は完了しません。
各ノードにSANtricity OSがロードされ、各StorageGRID ストレージアプライアンスがリブートされるまで
に30分以上かかることがあります。

次の手順は、 Grid Manager を使用してアップグレードを実行する場合にのみ実行できま
す。SG5700シリーズアプライアンスのストレージコントローラは、コントローラ
で08.42.20.00（11.42）より前のSANtricity OSを使用している場合、Grid Managerを使用して
アップグレードできません。
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この手順 は、 SANtricity OS のアップグレードに関連付けられた最新バージョンに NVSRAM

を自動的にアップグレードします。個別の NVSRAM アップグレードファイルを適用する必要
はありません。

手順

1. サービスラップトップから、NetApp Support Site から新しいSANtricity OSソフトウェアファイルをダウ
ンロードします。

必ずE2800ストレージコントローラのSANtricity OSバージョンを選択してください。

"ネットアップのダウンロード： SANtricity OS"

2. サポートされているブラウザを使用してGrid Managerにサインインします。

3. [* Maintenance（メンテナンス）]を選択します次に、メニューの[システム]セクションで、[ソフトウェア
・アップデート]を選択します。

Software Update ページが表示されます。

4. SANtricity OS *をクリックします。

SANtricity OSページが表示されます。
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5. NetApp Support Siteからダウンロードした SANtricity OS アップグレードファイルを選択します。

a. [* 参照 ] をクリックします。

b. ファイルを探して選択します。

c. * 開く * をクリックします。

ファイルがアップロードされて検証されます。検証プロセスが完了すると、[詳細]フィールドにファイ
ル名が表示されます。

ファイル名は検証プロセスで指定されるため変更しないでください。
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6. プロビジョニングパスフレーズを入力します。

「 * Start * （スタート * ）」ボタンが有効になります。
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7. [ スタート ] ボタンをクリックします。

アップグレードされたノードのサービスを再起動するとブラウザの接続が一時的に失われる可能性がある
ことを示す警告ボックスが表示されます。

8. OK *をクリックして、SANtricity OSアップグレードファイルをプライマリ管理ノードにステージングしま
す。

SANtricity OS のアップグレードを開始すると、次の処理が行わ

a. 健全性チェックが実行されます。このプロセスにより、ステータスが「 Needs Attention 」になってい
るノードがないかどうかが確認されます。

エラーが報告された場合は、エラーを解決してから、*開始*をもう一度クリックしま
す。

b. SANtricity OS Upgrade Progress テーブルが表示されます。この表には、グリッド内のすべてのスト
レージノードと、各ノードのアップグレードの現在のステージが表示されます。

ソフトウェアベースのストレージノードを含むすべてのストレージノードが表示されま
す。SANtricity OSのアップグレードがソフトウェアベースのストレージノードに影響し
ない場合でも、すべてのストレージノードのアップグレードを承認する必要がありま
す。ソフトウェア・ベースのストレージ・ノードに対して返されたアップグレード・メ
ッセージは「SANtricity OS upgrade is not applicable to this node.」です。
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9. 必要に応じて、ノードのリストを* Site 、 Name 、 Progress 、 Stage 、または Details *で昇順または降
順にソートします。または、 * 検索 * ボックスに用語を入力して特定のノードを検索します。

ノードのリストをスクロールするには、セクションの右下隅にある左右の矢印を使用します。

10. アップグレードキューに追加する準備ができたグリッドノードを承認します。同じタイプの承認済みノー
ドが一度に 1 つずつアップグレードされます。

アプライアンスストレージノードのSANtricity OSアップグレードは、ノードを停止および
リブートする準備ができているかどうかが確認されないかぎり承認しないでください。ノ
ードでSANtricity OSのアップグレードが承認されると、そのノードのサービスが停止しま
す。あとでノードをアップグレードすると、アプライアンスノードがリブートされます。
このような処理を実行すると、ノードと通信しているクライアントで原因 サービスが中断
する可能性があります。

◦ すべてのストレージノードをSANtricity OSアップグレードキューに追加するには、いずれかの*すべて
承認ボタンをクリックします。

ノードのアップグレード順序が重要な場合は、ノードまたはノードグループを 1 つずつ
承認し、各ノードでアップグレードが完了するまで待ってから、次のノードを承認しま
す。

◦ 1つ以上の*承認*ボタンをクリックして、SANtricity OSアップグレードキューに1つ以上のノードを追
加します。

ノードへのSANtricity OSのアップグレードの適用は遅延できますが、リストされている
すべてのストレージノードでSANtricity OSのアップグレードを承認するま
で、SANtricity OSのアップグレードプロセスは完了しません。

[* Approve *（承認）]をクリックすると、アップグレードプロセスによってノードをアップグレードで
きるかどうかが決定されます。ノードをアップグレード可能な場合は、アップグレードキューに追加
されます。[+]
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ノードによっては、選択したアップグレードファイルが意図的に適用されていないため、これらのノ
ードをアップグレードせずにアップグレードプロセスを完了することができます。ノードが意図的に
アップグレードされていない場合、プロセスの「Complete」列に次のいずれかのメッセージが表示さ
れます。

▪ ストレージノードはすでにアップグレードされています。

▪ このノードではSANtricity OSのアップグレードは実行できません。

▪ SANtricity OSファイルがこのノードに対応していません。

「SANtricity OS upgrade is not applicable to this node」というメッセージは、ノードにStorageGRID シス
テムで管理可能なストレージ・コントローラがないことを示します。このメッセージは、非アプライアン
スストレージノードに対して表示されます。このメッセージが表示されているノードをアップグレードせ
ずに、SANtricity OSのアップグレードプロセスを完了できます。+「SANtricity OS file is not compatible

with this node」というメッセージは、ノードに、インストールしようとしているプロセスとは異な
るSANtricity OSファイルが必要であることを示しています。現在のSANtricity OSのアップグレードが完了
したら、そのノードに適したSANtricity OSをダウンロードして、アップグレードプロセスを繰り返しま
す。

11. SANtricity OSアップグレードキューからノードまたはすべてのノードを削除する必要がある場合は、*

Remove または Remove All *をクリックします。

例に示すように、ステージがQueuedを超えて進むと、* Remove *ボタンが非表示になり、SANtricity OS

アップグレード処理からノードを削除できなくなります。

12. 承認された各グリッドノードに SANtricity OS のアップグレードが適用されるまで待ちます。

SANtricity OSのアップグレードの適用中にいずれかのノードでエラーステージが表示され
る場合、そのノードのアップグレードは失敗しています。障害からリカバリするために、
アプライアンスをメンテナンスモードに切り替える必要がある場合があります。続行する
前にテクニカルサポートにお問い合わせください。

ノード上のファームウェアが古すぎて Grid Manager でアップグレードできない場合、そのノードは Error

をステージに表示します。 "` このノードで SANtricity OS をアップグレードするには、保守モードを使用
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する必要があります。使用しているアプライアンスのインストールとメンテナンスの手順を参照してくだ
さい。アップグレード後は ' このユーティリティを将来のアップグレードに使用できます エラーを解決す
るには、次の手順を実行します。

a. メンテナンスモードを使用して、「エラー」のステージが表示されるノードの SANtricity OS をアップ
グレードします。

b. Grid Managerを使用してSANtricity OSのアップグレードを再開し、完了します。

承認されたすべてのノードで SANtricity OS のアップグレードが完了すると、 SANtricity OS アップグ
レードの進捗状況テーブルが閉じ、緑のバナーに SANtricity OS のアップグレードが完了した日時が表
示されます。

13. 別の SANtricity OS アップグレードファイルが必要な、完了段階のノードすべてについて、このアップグ
レード手順 を繰り返します。

ステータスが「 Needs Attention 」のノードがある場合は、メンテナンスモードを使用して
アップグレードを実行します。

関連情報

"メンテナンスモードを使用したE2800コントローラでのSANtricity OSのアップグレード"

メンテナンスモードを使用したE2800コントローラでのSANtricity OSのアップグレード

08.42.20.00 （ 11.42 ）より前の SANtricity OS を使用しているストレージコントローラ
の場合、メンテナンスモード手順 を使用してアップグレードを適用する必要がありま
す。

必要なもの

• NetApp Interoperability Matrix Tool （ IMT ）を参照して、アップグレードに使用する SANtricity OS のバ
ージョンがお使いのアプライアンスと互換性があることを確認してください。

• E5700SG コントローラをメンテナンスモードにして、 E2800 コントローラへの接続を中断する必要があ
ります。StorageGRID アプライアンスをメンテナンスモードにすると、アプライアンスにリモートアクセ
スできなくなることがあります。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

このタスクについて
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一度に複数の StorageGRID アプライアンスで E シリーズコントローラの SANtricity OS または NVSRAM

をアップグレードしないでください。

一度に複数の StorageGRID アプライアンスをアップグレードすると、導入モデルや ILM ポリ
シーによっては、原因 データを使用できなくなる可能性があります。

手順

1. サービスラップトップから、 SANtricity System Manager にアクセスしてサインインします。

2. 新しい SANtricity OS ソフトウェアファイルと NVSRAM ファイルを管理クライアントにダウンロードし
ます。

NVSRAM は、 StorageGRID アプライアンスに固有です。標準の NVSRAM ダウンロード
を使用しないでください。

3. E2800 and E5700 SANtricity Software and Firmware Upgrade Guide または SANtricity System Manager の
オンラインヘルプに記載されている手順に従って、 E2800 コントローラのファームウェアと NVSRAM を
アップグレードします。

アップグレードファイルはただちにアクティブ化する必要があります。アクティブ化を先
延ばしにしないでください。

4. アップグレード処理が完了したら、ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・インストー
ラから、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。
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関連情報

"グリッドマネージャを使用してストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードします"

SANtricity System Managerを使用してドライブファームウェアをアップグレードする

ドライブファームウェアをアップグレードして、最新の機能とバグ修正をすべて適用し
ます。

必要なもの

• ストレージアプライアンスのステータスが「最適」であることを確認します。

• すべてのドライブのステータスが最適な状態である必要があります

• 最新バージョンの SANtricity System Manager がインストールされていて、 StorageGRID のバージョンと
互換性があることを確認します。

• StorageGRID アプライアンスをメンテナンスモードにしておきます。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

保守モードでは、ストレージコントローラへの接続が中断され、すべての I/O アクティビテ
ィが停止されて、すべてのドライブがオフラインになります。

一度に複数の StorageGRID アプライアンスでドライブファームウェアをアップグレードし
ないでください。お使いの導入モデルや ILM ポリシーによっては、原因 データを使用でき
なくなる場合があります。

手順

1. 次のいずれかの方法で SANtricity System Manager にアクセスします。

◦ StorageGRID アプライアンス・インストーラを使用して、 * アドバンスト * > * SANtricity システム・
マネージャ * を選択します

◦ Grid Managerを使用して* Nodes >を選択します *appliance Storage Node >* SANtricity システ
ム・マネージャ*
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これらのオプションが表示されない場合や、SANtricity System Managerのログインペ
ージが表示されない場合は、ストレージコントローラのIP：+にアクセスしてSANtricity

System Managerにアクセスします https://Storage_Controller_IP

2. 必要に応じて、 SANtricity System Manager 管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

3. ストレージアプライアンスに現在インストールされているドライブファームウェアのバージョンを確認し
ます。

a. SANtricity システムマネージャで、* Support > Upgrade Center *を選択します。

b. ドライブファームウェアのアップグレードで、 * アップグレードの開始 * を選択します。

ドライブファームウェアのアップグレードに、現在インストールされているドライブファームウェア
ファイルが表示されます。

c. 現在のドライブファームウェア列に表示されているドライブファームウェアのリビジョンとドライブ
ID をメモします。

次の例では、

▪ ドライブファームウェアのリビジョンは * MS02 * です。

▪ ドライブ識別子は KPM51VUG800G です。

Associated Drives 列で「 * View drives 」を選択して、ストレージアプライアンス内のドライブがどこに
取り付けられているかを表示します。

a. ドライブファームウェアのアップグレードウィンドウを閉じます。

4. 使用可能なドライブファームウェアのアップグレードをダウンロードして準備します。
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a. ドライブファームウェアのアップグレードで、 * ネットアップサポート * を選択します。

b. ネットアップサポート Web サイトで、「 * Downloads * 」タブを選択し、「 * E-Series Disk Drive

Firmware * 」を選択します。

E-Series Disk Firmware ページが表示されます。

c. ストレージアプライアンスにインストールされているドライブ識別子 * をそれぞれ検索し、各ドライ
ブ識別子に最新のファームウェアリビジョンが適用されていることを確認します。

▪ ファームウェアリビジョンがリンクでない場合、このドライブ識別子には最新のファームウェア
リビジョンが含まれます。

▪ ドライブ識別子が記載されたドライブのパーツ番号が 1 つ以上であれば、それらのドライブでフ
ァームウェアのアップグレードを実行できます。任意のリンクを選択してファームウェアファイ
ルをダウンロードできま
す。

d. 新しいファームウェアリビジョンがリストされている場合は、ファームウェアリビジョンのリンクを

選択します（ダウンロード）列をクリックしてをダウンロードします .zip ファームウェアファイル
を含むアーカイブ。

e. サポートサイトからダウンロードしたドライブファームウェアのアーカイブファイルを展開（解凍）
します。

5. ドライブファームウェアのアップグレードをインストールします。

a. SANtricity システムマネージャのドライブファームウェアアップグレードで、 * アップグレードの開始
* を選択します。

b. [* Browse] を選択し、サポートサイトからダウンロードした新しいドライブファームウェアファイル
を選択します。

ドライブファームウェアファイルの名前は、+のようになります

D_HUC101212CSS600_30602291_MS01_2800_0002.dlp

ドライブファームウェアファイルは一度に 1 つずつ、最大 4 つまで選択できます。同じドライブに複
数のドライブファームウェアファイルが対応している場合は、ファイル競合エラーが発生します。ア
ップグレードに使用するドライブファームウェアファイルを決定し、それ以外のファイルは削除しま
す。

c. 「 * 次へ * 」を選択します。

▪ ドライブの選択 * には、選択したファームウェアファイルでアップグレードできるドライブがリス
トされています。
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対応しているドライブのみが表示されます。

選択したドライブのファームウェアが * 推奨ファームウェア * に表示されます。このファームウェア
を変更する必要がある場合は、 * 戻る * を選択します。

d. 「オフライン（パラレル） * アップグレード」を選択します。

オフラインアップグレード方式を使用できるのは、アプライアンスがメンテナンスモードで、すべて
のドライブとすべてのボリュームの I/O アクティビティが停止されているためです。

e. テーブルの最初の列で、アップグレードするドライブを選択します。

ベストプラクティスとして、同じモデルのドライブをすべて同じファームウェアリビジョンにアップ
グレードすることを推奨します。

f. [ スタート ] ボタンをクリックし、アップグレードを実行することを確認します。

アップグレードを停止する必要がある場合は、 * 停止 * を選択します。実行中のファームウェアのダ
ウンロードは完了します。開始されていないファームウェアのダウンロードはキャンセルされます。

ドライブファームウェアのアップグレードを停止すると、データが失われたり、ドライ
ブを使用できなくなったりする可能性があります。

g. （オプション）アップグレードされた内容のリストを表示するには、 * ログを保存 * を選択します。

ログファイルは、ブラウザのダウンロードフォルダにという名前で保存されます latest-upgrade-

log-timestamp.txt。

手順のアップグレード中に次のいずれかのエラーが発生した場合は、推奨される対処方法を実行して
ください。

▪ * 割り当て済みドライブの障害 *

エラーの理由の 1 つとして、ドライブに適切な署名がない可能性があります。該当するドライブ
が認定済みのドライブであることを確認します。詳細については、テクニカルサポートにお問い
合わせください。

ドライブを交換する場合は、交換用ドライブの容量が交換する障害ドライブと同じかそれよりも大き
いことを確認してください。

障害が発生したドライブの交換は、ストレージアレイで I/O を受信中に実行できます

◦ * ストレージアレイを確認してください *

▪ 各コントローラに IP アドレスが割り当てられていることを確認します。

▪ コントローラに接続されているすべてのケーブルが破損していないことを確認します。

▪ すべてのケーブルがしっかりと接続されていることを確認します。

◦ * 内蔵ホットスペアドライブ *

ファームウェアをアップグレードする前に、このエラーを修正する必要があります。
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◦ * 不完全なボリュームグループ *

1 つ以上のボリュームグループまたはディスクプールが不完全な場合は、ファームウェアをアップグ
レードする前に、このエラーを修正する必要があります。

◦ * すべてのボリュームグループで実行中の排他的な処理（バックグラウンドメディア / パリティスキャ
ン以外） *

1 つ以上の排他的な処理を実行中の場合は、その処理を完了してからファームウェアをアップグレー
ドする必要があります。System Manager で処理の進捗状況を監視します。

◦ * 見つからないボリューム *

ファームウェアをアップグレードする前に、ボリュームが見つからない状態を修正する必要がありま
す。

◦ * いずれかのコントローラが最適以外の状態 *

いずれかのストレージアレイコントローラを確認する必要があります。ファームウェアをアップグレ
ードする前に、この状態を修正する必要があります。

◦ * コントローラオブジェクトグラフ間でストレージパーティション情報が一致しません *

コントローラ上のデータの検証中にエラーが発生しました。この問題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

◦ * SPM によるデータベースコントローラの検証が失敗します *

コントローラでストレージパーティションマッピングデータベースのエラーが発生しました。この問
題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 構成データベースの検証（ストレージアレイのコントローラのバージョンでサポートされている場合
） *

コントローラで構成データベースのエラーが発生しました。この問題を解決するには、テクニカルサ
ポートにお問い合わせください。

◦ * MEL 関連のチェック *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 10 個を超える DDE 情報または重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 2 ページ 2C 重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

◦ * 過去 7 日間に 2 個以上の低下したドライブチャネル重大 MEL イベントが報告されました *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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◦ * 過去 7 日間に 4 個を超える重大 MEL エントリがあります *

この問題を解決するには、テクニカルサポートにお問い合わせください。

6. アップグレード処理が完了したら、アプライアンスをリブートします。StorageGRID アプライアンス・イ
ンストーラから、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。

関連情報

"ストレージコントローラのSANtricity OSをアップグレードしています"
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E2800コントローラの交換

E2800 コントローラが適切に機能しない場合や障害が発生した場合は、交換が必要とな
ることがあります。

このタスクについて

• 交換するコントローラと同じパーツ番号の交換用コントローラを用意しておきます。

• 障害が発生した E2800 コントローラキャニスターのシンプレックス構成を交換するための手順書をダウ
ンロードしておきます。

E シリーズの手順書は、指示された場合、または特定の手順の詳細を知る必要がある場合
にのみ参照してください。StorageGRID アプライアンスのコントローラを交換する際は、
E シリーズの手順書を参考にしないでください。手順が異なります。

• コントローラに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• すべてのドライブがセキュリティ保護されている場合は、シンプレックス E2800 コントローラ交換手順
の手順を確認します。これには、NetApp Support Siteから E シリーズ SANtricity Storage Manager をダウ
ンロードしてインストールし、コントローラの交換後に Enterprise Management Window （ EMW ）を使
用してセキュリティ保護されたドライブのロックを解除する作業が含まれます。

保存されたキーでドライブのロックを解除するまでは、アプライアンスを使用できませ
ん。

• 特定のアクセス権限が必要です。

• Grid Managerにはサポートされているブラウザを使用してサインインする必要があります。

このタスクについて

コントローラキャニスターに障害が発生したかどうかは、次の 2 つの方法で確認できます。

• SANtricity System Manager の Recovery Guru から、コントローラを交換するように指示されます。

• コントローラの黄色の警告 LED が点灯して、コントローラに障害が発生したことが通知されます。

コントローラを交換すると、アプライアンスストレージノードにアクセスできなくなります。E2800コントロ
ーラが動作している場合は、E5700SGコントローラをメンテナンスモードにすることができます。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

コントローラを交換するときは、元のコントローラからバッテリを取り外し、交換用コントローラに取り付け
る必要があります。

アプライアンス内の E2800 コントローラには、ホストインターフェイスカード（ HIC ）は搭
載されていません。

手順

1. E2800 コントローラの交換用手順 の手順に従って、コントローラを取り外す準備をします。

これらの手順を実行するには、 SANtricity System Manager を使用します。
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a. コントローラに現在インストールされている SANtricity OS ソフトウェアのバージョンを書き留めま
す。

b. 現在インストールされている NVSRAM のバージョンを書き留めます。

c. ドライブセキュリティ機能が有効になっている場合は、保存されたキーが存在すること、およびその
インストールに必要なパスフレーズを確認しておきます。

* データ・アクセスが失われる可能性 - * アプライアンスのすべてのドライブでセキュ
リティが有効になっている場合、 SANtricity ストレージ・マネージャの [ エンタープラ
イズ管理 ] ウィンドウを使用してセキュリティ保護されたドライブのロックを解除する
まで、新しいコントローラはアプライアンスにアクセスできません。

d. 構成データベースをバックアップします。

コントローラを取り外すときに問題が発生した場合は、保存したファイルを使用して構成をリストア
できます。

e. アプライアンスのサポートデータを収集します。

コンポーネントを交換する前後にサポートデータを収集しておけば、交換しても問題が
解決しない場合に、テクニカルサポートにすべてのログを送信できます。

2. StorageGRID アプライアンスをStorageGRID システムで実行している場合は、E5700SGコントローラを
メンテナンスモードにしてください。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

3. E2800 コントローラが動作していて通常の方法でシャットダウンできる場合は、すべての処理が完了して
いることを確認します。

a. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の処理を表示」を選択します。

b. すべての処理が完了したことを確認します。

4. コントローラをアプライアンスから取り外します。

a. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

b. ケーブルにラベルを付け、ケーブルと SFP を外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

c. カムハンドルのラッチを押してコントローラをアプライアンスから外し、カムハンドルを右側に開き
ます。

d. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラをスライドしてアプライアンスから引き出します。

コントローラは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

e. 取り外し可能なカバーを上にして、静電気防止処置を施した平らな場所にコントローラを置きます。

f. カバーをボタンを押し下げながらスライドして取り外します。
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5. 障害が発生したコントローラからバッテリを取り外し、交換用コントローラに取り付けます。

a. コントローラ内部（バッテリと DIMM の間）の緑の LED が消灯していることを確認します。

この緑の LED が点灯している場合は、コントローラがまだバッテリ電源を使用しています。この
LED が消灯するのを待ってから、コンポーネントを取り外す必要があります。

項目 説明

内部キャッシュアクティブ LED

バッテリー

b. バッテリの青色のリリースラッチの位置を確認します。

c. バッテリをリリースラッチを押し下げながら引き出し、コントローラから外します。
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項目 説明

バッテリのリリースラッチ

バッテリー

d. バッテリを持ち上げながらスライドし、コントローラから引き出します。

e. 交換用コントローラのカバーを取り外します。

f. バッテリのスロットが手前になるよう交換用コントローラの向きを変えます。

g. バッテリを少し下に傾けながらコントローラに挿入します。

バッテリ前部の金属製のフランジをコントローラ下部のスロットに挿入し、バッテリの上部がコント
ローラの左側にある小さな位置決めピンの下にくるまでスライドする必要があります。

h. バッテリラッチを上に動かしてバッテリを固定します。

カチッという音がしてラッチが固定されると、ラッチの下部がシャーシの金属製のスロットに収まり
ます。
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i. コントローラを裏返し、バッテリが正しく取り付けられていることを確認します。

* ハードウェアの破損の可能性 * - バッテリ前部の金属製のフランジがコントローラの
スロットにしっかりと挿入されている必要があります（ 1 つ目の図）。バッテリが正し
く取り付けられていないと（ 2 つ目の図）、金属製のフランジがコントローラボードに
接触し、破損の原因となる可能性があります。

▪ * 正解 — バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに完全に挿入されています *

▪ * 不正解 — バッテリの金属製のフランジがコントローラのスロットに挿入されていません *

j. コントローラカバーを取り付けます。

6. 交換用コントローラをアプライアンスに取り付けます。

a. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラを裏返します。

b. カムハンドルを開いた状態でコントローラをスライドし、アプライアンスに最後まで挿入します。

c. カムハンドルを左側に動かして、コントローラを所定の位置にロックします。

d. ケーブルと SFP を交換します。

e. E2800 コントローラがリブートするまで待ちます。デジタル表示ディスプレイの状態がになっている

ことを確認します 99。
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f. 交換用コントローラに IP アドレスを割り当てる方法を決定します。

交換用コントローラに IP アドレスを割り当てる手順は、管理ポート 1 を接続したネッ
トワークに DHCP サーバがあるかどうか、またすべてのドライブがセキュリティ保護
されているかどうかによって異なります。

▪ 管理ポート 1 が DHCP サーバがあるネットワークに接続されている場合は、新しいコントローラ
の IP アドレスが DHCP サーバから取得されます。この値は、元のコントローラの IP アドレスと
異なる場合があります。

▪ すべてのドライブがセキュリティ保護されている場合は、 SANtricity Storage Manager の
Enterprise Management Window （ EMW ）を使用して、セキュリティ保護されたドライブのロッ
クを解除する必要があります。保存されたキーでドライブのロックを解除するまでは、新しいコ
ントローラにアクセスできません。シンプレックス E2800 コントローラの交換については、 E シ
リーズの手順書を参照してください。

7. アプライアンスで使用されるドライブがセキュリティ保護されている場合は、 E2800 コントローラの交
換用手順 の手順に従ってドライブセキュリティキーをインポートします。

8. アプライアンスを通常の動作モードに戻します。StorageGRID アプライアンス・インストーラから、
Advanced>* Reboot Controller* を選択し、 * Reboot into StorageGRID * を選択します。

リブート中、次の画面が表示されます。
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アプライアンスがリブートし、グリッドに再度参加します。この処理には最大 20 分かかることがありま
す。

9. リブートが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認します。Grid Managerで、* Nodes *タブ
に正常なステータスが表示されることを確認します  アクティブなアラートがなく、ノードがグリッド
に接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。

10. SANtricity System Manager で、新しいコントローラのステータスが「 Optimal 」であることを確認し、
サポートデータを収集します。

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

E5700SGコントローラの交換

E5700SG コントローラが適切に機能しない場合や障害が発生した場合は、交換が必要と
なることがあります。

必要なもの

• 交換するコントローラと同じパーツ番号の交換用コントローラを用意しておきます。

• 障害が発生した E5700 コントローラを交換するための E シリーズの手順書をダウンロードしておきま
す。

E シリーズの手順書は、特定の手順の詳細を知る必要がある場合のみ参照してくださ
い。StorageGRID アプライアンスのコントローラを交換する際は、 E シリーズの手順書を
参考にしないでください。手順が異なります。たとえば、 E5700 コントローラ向けの E シ
リーズの手順書では、障害が発生したコントローラからバッテリとホストインターフェイ
スカード（ HIC ）を取り外して交換用コントローラに取り付ける方法が説明されていま
す。以下の手順は E5700SG コントローラには適用されません。

• コントローラに接続する各ケーブルを識別するためのラベルを用意しておきます。

• アプライアンスのメンテナンスモードが開始されました。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

このタスクについて
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コントローラを交換すると、アプライアンスストレージノードにアクセスできなくなります。E5700SG コ
ントローラが動作している場合は、この手順 の起動時に通常の方法でシャットダウンを実行してください。

StorageGRID ソフトウェアをインストールする前にコントローラを交換すると、この手順 の完
了後すぐに StorageGRID アプライアンスインストーラにアクセスできない場合があります。ア
プライアンスと同じサブネット上の他のホストから StorageGRID アプライアンスインストーラ
にアクセスすることはできますが、他のサブネット上のホストからはアクセスできません。こ
の状態は 15 分以内に（元のコントローラのいずれかの ARP キャッシュエントリがタイムアウ
トした時点で）自動的に解消されます。あるいは、古い ARP キャッシュエントリをローカルル
ータまたはゲートウェイから手動でパージすれば、すぐにこの状態を解消できます。

手順

1. アプライアンスをメンテナンスモードにしたら、 E5700SG コントローラをシャットダウンしてくださ
い。

a. グリッドノードにログインします。

i. 次のコマンドを入力します。 ssh admin@grid_node_IP

ii. に記載されているパスワードを入力します Passwords.txt ファイル。

iii. 次のコマンドを入力してrootに切り替えます。 su -

iv. に記載されているパスワードを入力します Passwords.txt ファイル。

rootとしてログインすると、プロンプトがから変わります $ 終了： #。

b. E5700SGコントローラのをシャットダウンしてください：+ shutdown -h now

c. キャッシュメモリ内のデータがドライブに書き込まれるまで待ちます。

キャッシュされたデータをドライブに書き込む必要がある場合は、 E2800 コントローラの背面にある
緑のキャッシュアクティブ LED が点灯します。この LED が消灯するまで待つ必要があります。

2. 電源をオフにします。

a. SANtricity システムマネージャのホームページで、「 * 進行中の処理を表示」を選択します。

b. すべての処理が完了したことを確認します。

c. アプライアンスの両方の電源スイッチをオフにします。

d. すべての LED が消灯するまで待ちます。

3. コントローラに接続されている StorageGRID ネットワークが DHCP サーバを使用している場合は、次の
作業を行い

a. 交換用コントローラのポートの MAC アドレス（コントローラのラベルに記載）を書き留めます。

b. ネットワーク管理者に元のコントローラの IP アドレス設定を更新するよう依頼して、交換用コントロ
ーラの MAC アドレスを反映させます。

交換用コントローラに電源を投入する前に、元のコントローラの IP アドレスが更新さ
れたことを確認する必要があります。そうしないと、コントローラのブート時に新しい
DHCP IP アドレスが取得されて、 StorageGRID に再接続できなくなることがありま
す。この手順では、コントローラに接続されているすべての StorageGRID ネットワー
クを環境 接続します。
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4. コントローラをアプライアンスから取り外します。

a. ESD リストバンドを装着するか、静電気防止処置を施します。

b. ケーブルにラベルを付け、ケーブルと SFP を外します。

パフォーマンスの低下を防ぐために、ケーブルをねじったり、折り曲げたり、はさんだ
り、踏みつけたりしないでください。

c. カムハンドルのラッチを押してコントローラをアプライアンスから外し、カムハンドルを右側に開き
ます。

d. 両手でカムハンドルをつかみ、コントローラをスライドしてアプライアンスから引き出します。

コントローラは重いので、必ず両手で支えながら作業してください。

5. 交換用コントローラをアプライアンスに取り付けます。

a. 取り外し可能なカバーが下になるようにコントローラを裏返します。

b. カムハンドルを開いた状態でコントローラをスライドし、アプライアンスに最後まで挿入します。

c. カムハンドルを左側に動かして、コントローラを所定の位置にロックします。

d. ケーブルと SFP を交換します。

6. アプライアンスの電源を入れ、コントローラの LED とデジタル表示ディスプレイを監視します。

コントローラが正常にブートされると、デジタル表示ディスプレイに次のコードが表示されます。

◦ E2800 コントローラ：

最後の状態はです 99。

◦ E5700SG コントローラ：

最後の状態はです HA。

7. アプライアンスストレージノードが Grid Manager に表示され、アラームが表示されていないことを確認
します。

関連情報

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

その他のハードウェアコンポーネントの交換

StorageGRID アプライアンスのコントローラバッテリ、ドライブ、ファン、または電源
装置の交換が必要になることがあります。

必要なもの

• E シリーズハードウェアの交換用手順 を用意しておきます。

• コンポーネントの交換用手順 でアプライアンスをシャットダウンする必要がある場合は、アプライアンス
をメンテナンスモードにしておきます。
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"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

このタスクについて

E2800 コントローラのバッテリを交換する場合は、 E2800 コントローラの交換手順の説明を参照してくださ
い。これらの手順では、アプライアンスからのコントローラの取り外し、コントローラからのバッテリの取り
外し、バッテリの取り付け、およびコントローラの交換の方法について説明します。

アプライアンスのドライブ、電源 / ファンキャニスター、ファンキャニスター、電源キャニスター、またはド
ライブドロワーを交換する場合は、 E2800 ハードウェアのメンテナンスに関する E シリーズの手順書を参照
してください。

SG5712 コンポーネントの交換手順

FRU については、 E
シリーズの手順書を参照してください

ドライブ E2800 12 ドライブまたは 24 ドライブシェルフのド
ライブの交換

電源 / ファンキャニスター E2800 シェルフの電源 / ファンキャニスターの交換

SG5760 のコンポーネントの交換手順

FRU については、 E
シリーズの手順書を参照してください

ドライブ E2860 シェルフのドライブの交換

電源キャニスター E2860 シェルフの電源キャニスターの交換

ファンキャニスター E2860 シェルフのファンキャニスターの交換

ドライブドロワー E2860 シェルフのドライブドロワーの交換

関連情報

"E2800コントローラの交換"

"NetApp E シリーズシステムのドキュメントのサイト"

E5700SGコントローラのリンク設定の変更

E5700SG コントローラのイーサネットリンク設定を変更できます。ポートボンディング
モード、ネットワークボンディングモード、およびリンク速度を変更できます。

必要なもの

E5700SGコントローラをメンテナンスモードにする必要があります。StorageGRID アプライアンスをメンテ
ナンスモードにすると、アプライアンスにリモートアクセスできなくなることがあります。
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"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

このタスクについて

E5700SG コントローラのイーサネットリンク設定を変更するためのオプションは次のとおりです。

• ポートボンディングモード * を「 Fixed 」から「 Aggregate 」または「 Aggregate 」から「 Fixed 」に変
更します

• ネットワークボンディングモード * を Active-Backup から LACP に、または LACP から Active-Backup に
変更

• VLAN タグを有効または無効にするか、 VLAN タグの値を変更します

• リンク速度を 10GbE から 25GbE に、または 25GbE から 10GbE に変更する

手順

1. メニューから * Configure Networking * > * Link Configuration * を選択します。

1. リンク設定に必要な変更を加えます。

オプションの詳細については、「ネットワークリンクの設定」を参照してください。

2. 選択に問題がなければ、 * 保存 * をクリックします。

接続しているネットワークまたはリンクを変更すると、接続が失われる可能性がありま
す。1分以内に再接続されない場合は、アプライアンスに割り当てられている他のIPアドレ
スのいずれかを使用してStorageGRID アプライアンスインストーラのURLを再入力します

：+ https://E5700SG_Controller_IP:8443

VLAN 設定を変更した場合は、アプライアンスのサブネットが変更されている可能性があります。アプラ
イアンスのIPアドレスを変更する必要がある場合は、IPアドレスの設定手順に従います。

"IPの設定"

3. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking>*Ping Test* を選択します。

4. ping テストツールを使用して、で行ったリンク設定の変更によって影響を受けた可能性のあるネットワー
ク上の IP アドレスへの接続を確認します リンク設定を変更します ステップ。

最低でもプライマリ管理ノードのグリッド IP アドレスと、 1 つ以上の他のストレージノードのグリッド

118



IP アドレスについて、 ping が通ることを確認します。必要に応じて、リンク設定の問題を修正します。

5. リンク設定の変更が問題なく機能していることを確認したら、ノードをリブートします。StorageGRID ア
プライアンス・インストーラから、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプショ
ンを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。

関連情報

"ネットワークリンクの設定（SG5700）"
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MTU設定を変更します

アプライアンスノードの IP アドレスを設定するときに割り当てた MTU 設定を変更でき
ます。

必要なもの

アプライアンスのメンテナンスモードが開始されました。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking>*IP Configuration* を選択しま
す。

2. グリッドネットワーク、管理ネットワーク、およびクライアントネットワークの MTU 設定に必要な変更
を加えます。
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ネットワークの MTU 値は、ノードが接続されているスイッチポートに設定されている値と
同じである必要があります。そうしないと、ネットワークパフォーマンスの問題やパケッ
ト損失が発生する可能性があります。

ネットワークのパフォーマンスを最大限に高めるには、すべてのノードのグリッドネット
ワークインターフェイスで MTU 値がほぼ同じになるように設定する必要があります。個々
のノードのグリッドネットワークの MTU 設定に大きな違いがある場合は、 * Grid Network

MTU mismatch * アラートがトリガーされます。MTU 値はすべてのネットワークタイプで
同じである必要はありません。

3. 設定に問題がなければ、「 * 保存 * 」を選択します。

4. ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・インストーラから、 Advanced>*Reboot
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Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。

関連情報

"StorageGRID の管理"

DNSサーバの設定を確認しています

このアプライアンスノードで現在使用されているドメインネームシステム（ DNS ）サ
ーバを確認し、一時的に変更することができます。

必要なもの
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アプライアンスのメンテナンスモードが開始されました。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

このタスクについて

KMS のホスト名は IP アドレスではなくドメイン名として指定されているため、暗号化されたアプライアンス
がキー管理サーバ（ KMS ）または KMS クラスタに接続できない場合は、 DNS サーバ設定の変更が必要に
なることがあります。アプライアンスの DNS 設定に加えた変更は一時的なものであり、メンテナンスモード
を終了すると失われます。これらの変更を永続的に行うには、Grid ManagerでDNSサーバを指定します（*

Maintenance > Network > DNS Servers *）。

• DNS 設定の一時的な変更が必要になるのは、ホスト名に IP アドレスではなく完全修飾ドメイン名を使用
して KMS サーバが定義されているノード暗号化アプライアンスのみです。

• ノード暗号化アプライアンスをドメイン名を使用して KMS に接続する場合は、グリッド用に定義されて
いる DNS サーバの 1 つに接続する必要があります。これらの DNS サーバの 1 つが、ドメイン名を IP ア
ドレスに変換します。

• ノードがグリッドの DNS サーバにアクセスできない場合、またはノード暗号化アプライアンスノードが
オフラインのときにグリッド全体の DNS 設定を変更した場合は、ノードは KMS に接続できません。ア
プライアンス上の暗号化されたデータは、 DNS 問題 が解決されるまで復号化できません。

KMS 接続を回避する DNS 問題 を解決するには、 StorageGRID アプライアンスインストーラで 1 つ以上の
DNS サーバの IP アドレスを指定します。この一時的な DNS 設定により、アプライアンスは KMS に接続し
てノード上のデータを復号化することができます。

たとえば、暗号化されたノードがオフラインのときにグリッドの DNS サーバが変更された場合、ノードは以
前の DNS 値をまだ使用しているため、オンラインに戻った時点で KMS にアクセスできなくなりま
す。StorageGRID アプライアンスインストーラで新しい DNS サーバの IP アドレスを入力すると、 KMS 接
続を使用してノードのデータを復号化できます。

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 Configure Networking *>*DNS Configuration を選択
します。

2. 指定した DNS サーバが正しいことを確認してください。

3. 必要に応じて、 DNS サーバを変更します。
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DNS 設定に対する変更は一時的なものであり、メンテナンスモードを終了すると失われま
す。

4. 一時的な DNS 設定に問題がなければ、 * 保存 * を選択します。

ノードは、このページで指定されている DNS サーバ設定を使用して KMS に再接続し、ノード上のデー
タを復号化できるようにします。

5. ノードデータが復号化されたら、ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・インストーラ
から、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

ノードがリブートしてグリッドに再び参加すると、 Grid Manager にリストされている
システム全体の DNS サーバが使用されます。グリッドに再追加したあとは、アプライ
アンスがメンテナンスモードのときに、 StorageGRID アプライアンスインストーラで
指定された一時的な DNS サーバがアプライアンスで使用されなくなります。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。
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メンテナンスモードでのノード暗号化の監視

インストール中にアプライアンスのノード暗号化を有効にした場合は、ノード暗号化の
状態やキー管理サーバ（ KMS ）の詳細など、各アプライアンスノードのノード暗号化
ステータスを監視できます。

必要なもの

• インストール時にアプライアンスのノード暗号化を有効にしておく必要があります。アプライアンスのイ
ンストール後にノード暗号化を有効にすることはできません。

• アプライアンスはメンテナンスモードになりました。

"アプライアンスをメンテナンスモードにします"

手順

1. StorageGRID アプライアンスインストーラから、 * ハードウェアの設定 * > * ノード暗号化 * を選択しま
す。
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Node Encryption のページには次の 3 つのセクションがあります。

◦ Encryption Status には、アプライアンスでノード暗号化が有効か無効かが表示されます。

◦ キー管理サーバの詳細には、アプライアンスの暗号化に使用されている KMS に関する情報が表示さ
れます。サーバおよびクライアント証明書のセクションを展開すると、証明書の詳細およびステータ
スを表示できます。

▪ 期限切れの証明書の更新など、証明書自体に関する問題に対処するには、 StorageGRID の管理手
順の KMS に関する情報を参照してください。

▪ KMS ホストへの接続で予期しない問題が発生する場合は、ドメインネームシステム（ DNS ）サ
ーバが正しいこと、およびアプライアンスのネットワークが正しく設定されていることを確認し
てください。

"DNSサーバの設定を確認しています"

▪ 証明書の問題を解決できない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。
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◦ KMS Key をクリアすると、アプライアンスのノード暗号化が無効になり、 StorageGRID サイト用に
設定されているアプライアンスとキー管理サーバの間の関連付けが解除され、アプライアンスのすべ
てのデータが削除されます。別の StorageGRID システムにアプライアンスをインストールする前に、
KMS キーをクリアする必要があります。

"キー管理サーバ設定のクリア"

KMS の設定をクリアすると、アプライアンスからデータが削除され、永久にアクセスでき
なくなります。このデータはリカバリできません。

2. ノード暗号化ステータスの確認が完了したら、ノードをリブートします。StorageGRID アプライアンス・
インストーラから、 Advanced>*Reboot Controller* を選択し、次のいずれかのオプションを選択しま
す。

◦ Reboot into StorageGRID * を選択し、ノードをグリッドに再追加してコントローラをリブートしま
す。メンテナンスモードで作業を完了し、ノードを通常動作に戻す準備ができている場合は、このオ
プションを選択します。

◦ メンテナンスモードを維持したままコントローラをリブートするには、 * Reboot into Maintenance

Mode * を選択します。このオプションは、グリッドに再追加する前にノードで追加のメンテナンス処
理を実行する必要がある場合に選択しま
す。

アプライアンスがリブートしてグリッドに再参加するまでに最大 20 分かかることがあります。リブー
トが完了し、ノードが再びグリッドに参加したことを確認するには、 Grid Manager に戻ります。[ノ
ード*（Nodes *）]タブには、通常のステータスが表示されます  アクティブなアラートがなく、ノ
ードがグリッドに接続されていることを示す、アプライアンスノードの場合。
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関連情報

"StorageGRID の管理"

キー管理サーバ設定のクリア

キー管理サーバ（ KMS ）の設定をクリアすると、アプライアンスでノード暗号化が無
効になります。KMS の設定をクリアすると、アプライアンスのデータは完全に削除さ
れ、アクセスできなくなります。このデータはリカバリできません。

必要なもの

アプライアンス上のデータを保持する必要がある場合は、KMSの設定をクリアする前に、ノードの運用停止
手順 を実行する必要があります。

KMS をクリアすると、アプライアンスのデータが完全に削除され、アクセスできなくなりま
す。このデータはリカバリできません。

ノードを運用停止して、格納されているデータをStorageGRID 内の他のノードに移動します。グリッドノー
ドの運用停止手順については、リカバリとメンテナンスの手順を参照してください。

このタスクについて

アプライアンス KMS の設定をクリアすると、ノード暗号化が無効になり、アプライアンスノードと
StorageGRID サイトの KMS の設定との間の関連付けが解除されます。その後、アプライアンスのデータが削
除され、アプライアンスはインストール前の状態のままになります。このプロセスを元に戻すことはできませ
ん。

KMS の設定をクリアする必要があります。

• アプライアンスを別の StorageGRID システムにインストールする前に、 KMS を使用しない、または別の
KMS を使用する前に、

同じ KMS キーを使用する StorageGRID システムにアプライアンスノードを再インストー
ルする場合は、 KMS の設定をクリアしないでください。

• KMS 設定が失われて KMS キーをリカバリおよび再インストールできないノードをリカバリする前に、
KMS キーをリカバリできません。

• お客様のサイトで以前使用していたアプライアンスを返却する前に、
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• ノード暗号化が有効になっているアプライアンスの運用を停止したあと。

KMS をクリアして StorageGRID システム内の他のノードにデータを移動する前に、アプライ
アンスの運用を停止します。アプライアンスの運用を停止する前に KMS をクリアすると、デ
ータが失われるため、アプライアンスが動作しなくなる可能性があります。

手順

1. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。[+] https://Controller_IP:8443

Controller_IP は、3つのStorageGRID ネットワークのいずれかでのコンピューティングコントローラ
（ストレージコントローラではない）のIPアドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

2. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。
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KMS の設定をクリアすると、アプライアンス上のデータが完全に削除されます。このデー
タはリカバリできません。

3. ウィンドウの下部で、 * KMS キーをクリアしてデータを削除 * を選択します。

4. KMSの設定をクリアしても問題がない場合は、「+」と入力します clear +を押して、「* KMSキーを消
去してデータを削除*」を選択します。

KMS 暗号化キーとすべてのデータがノードから削除され、アプライアンスがリブートします。この処理
には 20 分程度かかる場合があります。

5. ブラウザを開き、アプライアンスのコンピューティングコントローラの IP アドレスのいずれかを入力し

ます。[+] https://Controller_IP:8443

Controller_IP は、3つのStorageGRID ネットワークのいずれかでのコンピューティングコントローラ
（ストレージコントローラではない）のIPアドレスです。

StorageGRID アプライアンスインストーラのホームページが表示されます。

6. Configure Hardware * > * Node Encryption * を選択します。

7. ノードの暗号化が無効になっていること、および * キー管理サーバの詳細 * および * KMS キーと削除 * の
コントロールでキーと証明書の情報がウィンドウから削除されていることを確認します。

アプライアンスでのノード暗号化の再インストールまでは、グリッドでのノード暗号化を再度有効にする
ことはできません。

完了後

アプライアンスがリブートし、 KMS がクリアされてインストール前の状態になっていることを確認したら、
StorageGRID システムからアプライアンスを物理的に取り外すことができます。再インストールのためのア
プライアンスの準備については、リカバリおよびメンテナンスの手順を参照してください。

関連情報
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"StorageGRID の管理"

""

131

https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/admin/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-115/maintain/index.html


著作権に関する情報

Copyright © 2024 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

132

http://www.netapp.com/TM

	SG5700 ストレージアプライアンス : StorageGRID 11.5
	目次
	SG5700 ストレージアプライアンス
	StorageGRID アプライアンスの概要
	インストールと導入の概要
	設置を準備しています
	ハードウェアを設置
	ハードウェアの設定
	アプライアンスストレージノードの導入
	ストレージアプライアンスのインストールの監視
	アプライアンスのインストールと設定の自動化
	インストール REST API の概要
	ハードウェアの設置のトラブルシューティング
	SG5700アプライアンスのメンテナンス


